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ナチ K 叢書 刊行の 言葉 

支那事變を契機とする曳通世界維新戰の發«は、これ «: 呼應する笫ニ次大«にょり、歐洲 
全土を* 伊 樞軸ブ D , ク と 化し' この 世界史 的轉換 は、 ま 3に、英米民主主義共問戰核を結 
成せしめ、インド、南洋、濠洲、カナダ等全面に亙る對日封銪陣を形成せしめんとする® 

ナチ ス •一.. イツは 何に ょって、 かく 4應倒的勝利を獲得したか*これこそヒ*トラー總統 
が、 日»伊防共液軸にょる、ゲルマン困の確立にょって實現し得た4のであ5、しかも今や 
英本 M 攻硌 にょ 0、 イギリスの 植民地 分雕は 、更に 新しき 世界 長期 戰に發 M せん とする。 

t さに 新興 ドイツは、 我が 日本の 阈 Hi 硏究 し、 日本 精神を 粒 得して、 萊竅 せんとす る酱 
歐洲に 、新しき 世界を 建設 せん とする* 

かくてドイツを知 0 ことは、日本を知ることであ#、 « た日本を知ることは、ドイツを把 
握することである* 

本衷 » は、この日本丨ドイツの»密なる世界史的81保を認識し、再强化す&ためにナチス* 
ドイツの本質を 1» 明せんとし、併せて、我*か日本が何 {; 爲すぺきかの焦53の問題に對す.0、 
明確なる 解答を 興 へんと する ものである* 




今日の世界變革の戰爭は、恐らく今後數十年にも亙って展開されるでぁらぅが、世界史上 



斯の 如き 大な る變 革の 時代が 常に さう であつ たやう に •か、 る變 革が 何を 意味して ゐるか を 



最も 早く 明確に 把へ た 民族の みが、 その後の 世界史を 指導す る ことが 出來 るので ある C 



從 つて •私は 此の 小 著の 中で、 特に 此の世界 變单の 方向を •日 獨俅と 共に 英米 並に ソ聯の 



政策を も槪略 しつ、 ►觸れ る ことにした。 勿論* 此の 小 著に 收め られた 小篇の 中には、 私が 



昭和 十一 年ょり ニ 筒 平 問に 於て 西南 アジア" アフリカ 、 m -11，パを調济-した 1£1 後のナチス 
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ナチ K •ドィツ 0 世界政策 

の 動向に 關 する もの も あ o * 今から 見れば 旣に 自明の . C とに 屬 する もの も 多々 あるので ある 
が、 その 當時 私が 調赉 分析した ものが、 今 も猶現 » として 動きつ ある ことを 想 ひ、 敢て此 

處に集錄することとした。 

% * 

しかも、 昭和 十三 年ょり 今 n までの ナチ ス の 發展史 を、 日本との 聯關に 於て 把へ て おく こ 
とは、 今日の 問題を 明かに する 所以で あると 共に、 日獨伢 三 國同盟 の 必然性を も 明示し 得る 
ことを 確信した。 そして、 一般に ナチ スに關 して 語られる ことの 多き 割合に、 ナチ ス の 世界 
政策が*世界史の發展として如何なる位涩を ,'.- めんとするかに關しては、殆ど淪ぜられなか 
つた やぅに 思 はれる 0 で、 此の 小 著が、 斯の 如き 問題に 對 して 何等か 寄與し 得る ことを 私 か 
に 確信す る ものである。 

特に 最後の 一篇は •此の 秋 新に 加筆して、 將來の 方向に 答 へんと した ものである。 諸篇に 
孕まれた 多くの 不備に も拘ら ず、 切迫せ る 現代の 混亂 が、 敢て 早急に 此の 書を も阼 さしめ た 
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ので あつて、 讀者の l M - の批判と鞭娃を賜はらんことを切望する。 



ニ 千 六 百年の 明治 節 



滓輕海 映の 船中に て 
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一 ナチ ス •ドイツと ソ聯 M 

ニ* 世 # 史に 於け る 日本と ドイツ ^ 

W 日 •贤 •伊 •アメリカ 六 .11 一 
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I 、 ナ チ ス 



1 

靈 

si^ 

M n 511 

狡 爭を抑 一 

nr 'a 一 

t バ陣萝 



1 洲大戰 後の 民族®^ 主 j に i つて 捲き 起された 民族 運動は •その 戰勝國 としての 英佛米 
銳國家 の 勢力 均等の 維持 1 分 風に 應 じて 企 阖され たもので あった。 特に 獨 逸の 資本主義 的 

¥ 間 ^ 



に應 じて 企 阖され たもので あつた。 特に 獨 逸の 資本主義 的 



i 爭を 抑壓 せん 爲 に、獨逸を阓據する新1:灾を英怫の保獲下に形成し、以つて英佛のョ丨= 

j l 、 ^ J „ 0 ノ t= I 

%バ陣奢の強化と級織を完成した、のでぁる。斯の如き新阈家の形成の原理こそ、民族自決主 



T _ | 

t c > こと 只，、 君 ； n — a d iv fc おける 獨逸的 勢力の 分散を 来さん とする のみでな く 更に 當 



時歐洲 資本主義 阈家の 相 *: 矛质の 爆發 として 起った 大戰 e めぐって、 彼等 西 歐の 近 lit 史的 地 



H 本と ナチ ス •ドイツ 
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ナチス*ドィッの世界政策 

盤た る アジアの 再分配の 必要に 迪られ てゐた からで ある。 蓋し、 大戰を 焚 機と して 飛 抛 的 進 —6 
展の 可能性に 惠まれ た 日本を 孤立せ しめ— 以 って 英佛 米の アジア 分配の 强 化と 維持を 達成せ 
しめん 爲に 、アジア 諸 民族の 自決 主義を 煽動した ので あった。 

かくて シリア、 パレスチナ、 ィラク、 アラ ビヤ、 ィラン、 ア V ガ二 スタン、 印度、 支那の 
如き 英佛 米の 經濟 的 . 軍事的 大寶 鹿を 夫々 斯の 如き 民族主義に ょって 分離せ しめ、 それらの 
協同 戰線を 分散せ しめ 得る 如く、 夫々 英佛 米の 再分配に 應ぜ しめた。 

此處に 、支那 •印度 •オセアニア、 アフリカ 等に 對する 日本の 進出を 限界 づけ* かくして 
犬® 後再纊 大 された 英佛の 勢力 分布® を 維持 せんとす る S 際 主義を 揑造 したの. である。 斯の 
如く大戰後主張された民族自決主篛における拢族槪念は英佛米の世界分割に應ずる分配的支 
配の 爲の 理論的 中核を なす ものであった。 

然るに •共 0 後 ファシズム や ナチ ス に ょって 提唱され 始めた 民族主義は、 上述の 如き 民族 



槪念 C: よつ て 分散 •縮 少せ しめられた 政治 M の 恢復と 擴大 に應 じて 案出され たので ある。 此 
の 民族主義に おける M 族槪念 は •生物 學 的種挨 と 文化豳 との 政治的 統一の 體 系よ o 生れた。 

フ*'シズムは英佛と爭覇しつ、ある地中海豳を、嘗ての |1 1マ文化囫として、其處に包含 
さるべき バルカン、 小アジア、 北 アフリカ* イベリア半島の 諸 ® 族の イタリア 的 統一の 下に 
再興 せんとす る。 近世 初期に 於て、 此の ロ ーマ 文化 圈は •中世の 法王 鹿的搿 承を 通して、 イ 
タリア 商業都市 並に スペイン 王國の 發展 せし むる 處と なった ので あるが •十六 世紀の^^ 米 
スペイン 植民地 獲得 以降 •スペイン 王凼は 恰も 古代 a 1 マの 近世 的 形態の 如く、 地中海と 大 
西洋の 海上槻 掌握に よる 諸種 族の 商業 的 •政治的 統一を 完 ぅし 得た かの 觀が あった。 卽ちロ 
丨 ，マ 文化 圈がス ベインに よつ て 完全に 再構成され たかに 見えた 此の 十六 世紀 後半期 こそ、 イ 
ギリスが ネー デル ランド 革命を 支援し っ i、 スペインの 海上 描に 致命傷を 與 へんと せる 時で 

ぁった。 7 - 

日本と ナチ K •ドイツ 



ナチ K •ド イツの 世 界政策 

イギリスは これに 先立って n 丨マ 法王 廳 よりの 敎# 獨 立を 宣言し* カトリ イク 地盤た る a 
丨マ 文化 豳を 其の 商業資本 的 組織 帶 によって 褪承 せる K ベイン 植民地 大王 國に對 する 「戰乎 
經濟」 の 段階に 人つ た。 カトリ イク 的 スペインの 商業 獨占に 對 する イギリスの 自由 贸姑主 茬 
による 闘带 は、 ネーデ ル ランド 革命に 褪ぐ 無敵艦隊の 擊滅を もって 決定的と なり、 一七 0,1 
年より 四 年に 亙る スペイン 繼承戰 役に よつ て大 なる^^を 遂げた ので ぁった。 

かくて、 イギリスは ジブラルタルを 奪取す る や、 地中海 制 海 權を 確保し、 他方 ネー デル ラ 
ンド年 命に よつ て獨立 せる フランドルと ベル ギイを 驅使 しつ K ベイン 植民地を 略奪し、 
以 って 大西洋 海上 權を 併せ 掌握した ので ぁる。 此處に 至って 、 n 丨マ 文化 圈は 悉く、 商業 資 
本 的 •カトリ イク 的 スペインより 離れて、 商業資本 的 •ブ U テス タント 的 イギリスに 移行し 
た 0 

今や •ファシズムの B 1 マ 帝阐洱 興 運動と しての 民族主義は * j 方に 於て スエズ 並に 紅海の 



制空 權を 獲得す る ことにょ つて、 他方 ジブラルタル 制空 權を確 保す る ことにょ つて、 イ ギリ 
スに對する自己の » 1マ的世界建設を創めんとしてゐる。このことこそエチオビア並にスべ 
イン 問題に おける フ r シズ ムの 世界政策の イデ オ a ギー 的根據 である。 併し、 此の フ ，シズ 
A 民族主義 戰爭は 、啻に 對英戰 爭を意 味す るの みで ない。 顧みる に、 スべ インが フランス 革 
命 軍に 破れて 以降 •ナポレオンの 征服に っぐ 半島 戰爭を 通して、 アメリカ 植民地の 獨立 運動 
は •一八 一 〇 年の メキ シ a 獨立 戰爭を 火蓋と して* アルゼンチン、 チリ、 n n ン ビア、 ベル 
と 燃え移り、 其の 間 フランス 共和 國的 精神は、 その後 王政 復十 ：1的 '» 榣にもか1はらず，此の 
中南米における共和主義的リべラリズム地盤として、現代に於ては、人民戰線の溫床として 
發展 する に 至つ た。 かくて 今や、 此の 中南米の フランス 戰線も 亦 必然的に フ r シズ ム並 にフ 
アランへの 協同 的 民族戰 線との 對立過 程に 人った ので ある。 從 って* 斯の 如き 人民 戰線を 支 
援し謳 使し っ X ある 英佛 に對 する 思 族 主義 戰卞 は、 フ •'シズ ムの 生命 的 問題で あり •英佛 の 

日本と ナチ ス •ドイツ 
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ナチ K •ドイツの 世界 致 策 



みならず 米國を 加 ふる 近世 リベラリズム 的 人民 戰線に 對する 全面的 鬪爭に 外ならぬ。 

此の やうな ファシズム 民族主義は、 ナチ ス •イデ オ D ギイの 中に 更に 明瞭に 表現され てゐ 
る J ナチ スはゲルマン族の北歐神話が傳播せる 3 1:1プパの隅々にその復活運動を興5んと 
して* 自己の 最大の 政治的 文化的 統 | 期た る 神聖 a 丨マ帝 阈 の 再建と しての 第三 ^ 家を 意慾 



嘗て a 丨マ がフ h ネ キアの 地中海 囵を 第二 ポ JC -1 戰爭を 以つて 制覇す るに 至つ た 嫌 然 たる 
大 0 |マ文化圈は、クリスト敎の侵人に次ぐにゲルマン倭人をもって西はィべリァ半 & *東 
は黑海に及ぶ全 9 丨11プパの變革期のぅちに陷ったのでぁった0此の大^^の 1«: 界史的根轚 
こそ 實に 日本の 發展 並に 漢民族の 支那 制覇に よって 榣り 動かされた 如 奴の 西漸に 伴ふ歐 洲民 
敗の 大 移動であった。 卽ちア ，チラ 戰爭に よって 搖 り 動かされた ヴァン ダルの ョ ー a ， パ— 



擊に應 じて ゲルマン 移動が 始 つてよ 0 、西ゴ ー ト挨 がィ ベリアを 攻略す る や、 その 國王 レヵ 












-io 



，ドは 舊敎徙 として 西南 m 丨 日プパを完全に支配したのでぁった0然るに*恰も5,丨マ帝 ^ 



分裂 後の 西南 ァ •ジアの 政治的 空隙に 乘じて 接頭せ る アラビア 埃 0 擴大的 勢力が 法王 豳的 世# 



に篓立して北ァフリカを掌中に收めるに至ったサラセンと西ゴートとの結託するに及んで、 



•ベリア 半ね は 西 f ト王 朝より n ルド ヮの カリ 7 间敎徒 王朝へ 轉 化した ので あつた。 斯 の 



如きョ4 11，パの大勢は、法王的世界の衰微を促進し*其の防衞戰線たる十字軍は、西にぁ 



つては スペイン 货 族の カトリ イク 的： 冉統 |を瑭すと共に、中歐にぁっては法王櫬の動榣を再 



建すべき ゲルマンの 神聖 a 丨マ 帝阈を 成立せ しめたので ある？ 

此の -|* 世紀ょ0ニ世紀閗が、ィべリァ半总にぉぃてはポルトガル王阈の創建期でぁり、ま 



た カスチ ラ阈 (コ ルド ワ * セ •ウイラ〕 と アラゴン 國 (コルシカ-サル デ 4 -I ァ、 シシ リア ) 



との聯合としてのスぺィン：土阈の创造期でぁっ壳0他方にぉぃて、ラィン、ダ_ 1 1ブを包 



攝する ゲルマンの 神聖 » 丨マ帝阈期でぁった。今1:;:ナチスは此のゲルマン ^ を役興せしむべ 



B 本と ナチ ス * r イツ 
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ナチ ス*ドィッの世界政策 

き ドィツ、 フランス* オ ー スト リア、 ハン ガリ、 アル ブス、 チユコ * ル ー マニア、 バルト ^ I 

阈の 統一的 大版一 ： 建設を H 指す と共に、 更に 前述せ る 初期 ゲルマン 移動の = 丨マ 帝阈圈 への 
犍 入路# 建に 蘇 進した ので ある。 

この ナチ ス 民族 運動は 必然的に ファシズム 拢族運 動と 激突すべき 事態を、 處 * に 孕んで ゐ 
たので あったが、 一九 三 七 年の 獨伊 協定に よって 明 ^ に英佛 リベラリズム 人民 碑 線に 對 して 
協同 ® を 開始す るに 至っ た。 かくて、 ナチ スは 地中海 •アフリカ 、スペィン、 南米、 西洧ア 
ジアを フ ，シズ ムに 委託し、 北 •中 •東 •西 ョー a ッパを ナチ K 民族 戰線に 統合し つ、、 第 
二次 歐 洲大戰 への ナチ ス •フ •'シズ ム共 同 陣營を 嘴 備し畢 つたので ある。 卽ち南 方は ファシ 
ズムに よっ て、 北方は ナチ スに よつ て、 相互 呼應 の® 線が 張られた ので ある ノ 

かくて*近世史はリべラリズム人民戰線の代辯者ィギリスと新 ^- 族戰線の獨价とのョ 18 

ッパ 大戰の 段階に 人る に 至っ た。 




/ 



II 、 日本と ナチ ス •ドイツ 

ヨ i ッバの 問 S* しかも 23 本と 切り離して は^: 在す る ことが 出來 ない。 宵て •ョ 1 口 
，パの 發 M の爲 に、 その 取洋 市 ^ を イギリスに 代つ て掩說 しつ \ 寄 與し來 つた 日本は、 A. , 
や 全く 反 S 意味に 於て* m - a プ パの 還 設の爲 に、 質獻 する に 至つ た。 

東洋の Q 本 的 創造は、 必然的に^: の 地盤に 於て その 發展を 約束され 來つた イギリスの 沒 
落を決定した。かくて、第一次歐洲大戰後イギリスの植鉍地として相互岡爭と消耗に逍ひ山ム 
てられた m 丨 a ッパに ぁつても 亦、 此の 日本的 世界 創造に ょる イギリスの 凋落 退潮に 乘 じて、 
m 1 口， パを イギリスょ り 解放し 再建 せんとす る强 力なる 戰ひが 開始され たので ぁる。 

ナチ ス •ドイツを 聚歎するか*然らずんば忌避するかのニ途しか知らざるか£ゆる風潮 

日本と ナチ ス * r イツ 
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ナチ ス • ►• イツの 世界 政 -^ 

は、 獨り 英佛 米の みならず* 日 木に 於ても 然 o でぁつ た。 その I 栈化的 統制を 好んで 口にす 
る荠 多く •その 多角的 統一を 學ぶこ とを 欲せず、 いはん や、 ナチ ス •ドイツの 世界史 的 批判 
に 至つ ては 洵に褢 々たる もので おる。 

昨日に バルカンの 映 洗 配給 線の 買 收始 り しやと みれば* 今 R は バルチ， ク諸 同の ホテル、 
新聞の 獲得、 彼處に 對怫： 求 事 道路の 建設 起る とみれば、 此處に ウクライナ 迆裉の 演習の 音響 
く。親英淪者の活動に坏を绛つれば、背後ょりイタリア*大アフリカ主義の實現に備へんが 
爲の陣 發淪 、沛然と して 耳 a ■蔽 ふ。 右に スペイン 問題に 奔走 r れば * yr : に ドイツ 支那 m 場 ，^ 

の 蜂 火 ぁがり、 滿洲車 變後ょ o 支那 都 變を通 ずる 數尚印 を 瓯み ょ。 

, \ . 

ダ- i ユ ーブ河に、バルカンにナチス勢カの浸透をみる問に*オ|ストリ -» , 合邦を成 4 。地 
中 海 並に アフリカ 問題を フ， シ •"•イタリアに 代 辯せ しめたかん 思へ ば、 H 獨饼 防共 協定に 
ょる 反英 世界史 陣營を 構成す る。 南北に、 ハン ガリア •ポー ランドの N 民 運動を 支援 すれば， 



既に チ H， n •ス n ダ ，キアを 包圍 する。 嘗ての ゲルマンの 神聖 n - マ 帝國闼 は* 今や 一と 
して ナチ ス 大蔵省に 直 % せる 植民地 委員 # の 關せ ざるは なく、 ゲルマン 族の 住む 處 、一とし 
て宣傳 省の 諸 委員舍 に 屬せ ざるは ない。 しかも ナチ スの秘 察 臀察 、ゲシュ タッポ の 活躍に ^ 
.づけら れな がら、 ョ ー a ， パを 席捲せ ん とする 新 民族 文化 阈家の 建設を 方向 づけて ゆく ナチ 
スは 、此の 數茵 年の 中に、 全 ゲルマンが 總動 员されるための稂極的體制を完備し"資源とヵ 
ルテルと 人的 要素の 統一的な 戰爭體 系を 樹立した ので あつた。 

文化 H ネル ギイを 常： 息せ しむる にあらず、 來 らんと する 時代への、 エネ ル ギイ 發展の 統一 
的 主體の 確立と 擴充 。萎縮し ゆく 古き ものへの 徹底的 拋棄 ，新なる ものへの 染敢な る 精 極性。 
この ゲルマン 的 意慾 こそ* その 民族 文化 理念の 行動 的體 系を 作り 得た ので ある。 新鮮なる 芽 
を 摘む にあらず、 次の 時代を 荷 負 ふ靑 年に 呼びかける 方向と 健康なる 寇慾 。その 具 體的體 系 
を 樹立せ る ナチ ス は， 何ょりも 靑年に 新なる 國家 建設の 仕事場を 造る ことを 忘れな かつた。 

B 本と ナチ ス *ド イツ 
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ナチ ス*ドイツ0世界政策 

最も先んじて、ゲルマン族のヨ丨£1ッパ統一への意志と矜持 |: -少年に械幺っけた。北海を 
過ぐ る 新装 ドイツ 船に 溢れる 靑少年 團は 、自己の 建設すべき 世界を 共處に 映しみ る。 血に 塗 
れた ，トイツ國土：冉建を遍歷せしめては、鋤を 0 己の生命と思はしめ*地球に點在せるゲルマ 
ン族の 活動を 銀幕に 映して は、 明日の 建設に 歡呼 せし む。 男女を 問は ず、 その 階級を 問は 
ず •新 ゲルマン 青年の 活潑な 旅行 編隊、. 全靑年 •全勞 働 各の 國邱 負擔の 大旅行 除 •これらす 
べては、旅行委员會の活動に鶬する。 

此の 歐洲 文化の 掩護 者ヒ トラ ー 政治は、 もと ソヴィ H トの陴 級 革命の 陣玆と ジュネ ー * ゥ fis 
制とに對して帘めて生誔したものでぁったが、佛*ソ協定、怫協商國にょる對獨包幽陣の完 
成に 據っ て、 却って ナチ ス 勃興は 自己の 目的と 戰岡體 系を 樹立した。 

かくて、 ドイツの 日本に 對する 世界政策は、 その 經濟 的條伴 • 靛 洋市場 の關 係の みからは 
直ちに親日的ではぁり得なかったに拘らず、對ソ戰術並に植民她奪還問題における對英戰漸 
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上、 日本 接近の 態度を 持し っ.-、 歐洲再 建のへ ゲモニ ィ 確立の 爲に孜 々として その 內 外の 整 
備にと りか V つて ゐた のであった。 

併し、 獨伊と 日本と を 結ぶ 地球の 共同 戰線は 、アジアを 通ず る路 のみでは ない。 旣に ィタ 
リアは 地中海の 制空椎 を 掌握し、 一方 スペィン 並に 西 阿に おける 两 領諸桢 民 地の 岛噢を 通じ 
て 南米への 飛石を 敷きっ、、 他方 カナダの カトリ ィク陣 營の强 化を 企阒 しっ V ある。 卽ち、 
南米にあつてはアルゼンチンにおけるユダヤ流入を契機として、獨伊の共同以人を敏活なら 
しめ、 南米の ユダャ 的 米* 英 •怫の 勢力に 對抗 する に 至った。 

これと共に、嘗てヴ，チカン密約にょるカトリィクのファシズム的 1«: 界網の擴大、强化は 
逸半くカナダにも展開された。もと獨英のプ|1テス夕ントのカナゲ ^ 略に對して其の凋を ^ 
つた佛.西のカトリィクは、今やそのあらゆる地盤を*フ,シズム！*カトリィクに糾合さる 
るやに見ぇた“しかも一九三七年ょり念激に增大しっゝあるナチスの諸技術の全米への俊人 

日本と ナチ ス • >• >{ ， 
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ナチ ス •ドイッの武界政策 

は、 渐く ナチ ス的諸 條伴を カナダに 植幺っ け 始めた ので あった 。かくて、 カナダに おける 獨 
伢の 共同 戰は 、地中海： U 北海に おける 作獨の 決定的な 制空 權 にょっ て、 着々 進展し 始めた の 
である C 

此の カナダ 問題 卽ち イギリス 生命線の 崩壊 危機は 益、、 深刻化され ん とし、 第二次 歐 洲大戰 
勃發せ ば* 獨 •伊は カナダ 攻略を •而 して！：： 本が 印度 進擊を 敢行す るで あらぅ ととは* イギ 
リスの 最大 問題と 化した。 この ことの 爲に* ヒ トラ ー は ウクライナ 問題を 表面化し、 カナダ 
並にア.メリカ問題のカ_ムフラージ*を企 ^ し*他方ム，ソリ—||はバルカンに ^ ける开，ソ 
關係の 調整に 努力し っ、、 實は カナダ 進轚を もっ て 決定 化する であらぅ 笫ニ次 歐洲大 戰への 
準備に とり か i つて ゐた のであつた。 ' 

かくて、 印度を 通ず る イギリス 的 近世 史の 瓦埴の 道は* カナダを 通ず る 決定的 选滅の 道と 
並んで* 日本の 最後 -© 裁躕 を俟 っに 至った a 一 九 三 九 年、 海 南 島を 據點 とする 日本 西方 進路 
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は •眾に 印度 通路の みならず、 カナダに 向 ふ 取 方 通路に も 連なる 太平洋 問題 5中に活潑に脈 
打ちつ i、 日獨伊 軍事同盟 論が 我が 世界史 的 意慾と して 燃え 上った。 

此の イギリス 的 近世 史の填 減の み、 日 木 世界主義 文化の 世界 戰举を 決 记する 。此の世# 戰 
乎の み、 新なる 世界 文化の 誕生で なければ ならぬ' この ことの 爲 に、 獨伢の 媒介 的 地盤を 蛀 
も 有機的に 活用すべき* 日本 世界政策の 樹立と 具 體化 が大 いなる ^ 鐘を 打ち鳴らして ゐたの 
である0この日本戰爭を阻止せんとする英 » 米*佛，ソの經濟的来制の示威運動に狨慄する 
如き 日本人は* 何ょりも 日本の 攻勢の み* 世界を 左右し ぅる ことを 自覺せ ねばならぬ。 旣 
に、 日本 太平洋 問題との 關聯な くして I 現代 世界史は# 在し 得ざる が 故で ある， 

人々 は、 m 丨 n ッパ 北方に 斯の 如き ゲルマン 族の 新 戚史刟 造の 誇りを* 南方に a 1 マ 帝國 
復興の 洪業 をみ て、 或は 稱讚し 、或は 戰慄 する。 併し、 日本の ^ ぶべき ものは、 m に アジア 
の 一半 鳥に 過ぎざる 3 丨 a ブパ統 一への ゲルマン •神聖 |1 丨マ帝阈にぁらず、また地中海囵 

日本と ナチ K •ドイツ 
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ナチ ス •ドィツの 世界政策 

种興への (1 1マ帝國にあるのではなく*世界の新秩序赌設にあるのである。 

ゲルマン 族に 作り上げた ナチ スの統 | 的 矜持 • 0丨マ族が他民族を收攬せ 0 §5 系的戰術0 
その 兩者を 併せ もつ 日本の 世界政策、 卽ち世界諸民族の多角的統|の主體性の樹立とその建 
設の み、 日本 ヱ ネル ギィの 世界史 的 性格に 孕まれた 問題な ので ある" ゲルマンと ラテン、 ユ 
ダヤと支那の世界史的民族を如何に驅使し、如何に再逑するかは、日本世界政策の將來を約 
束す る ものである。 嘗て n 丨 マ 共和 國 並に 取 西 a 1 マ 帝阈は 先進 JC ジブ ト 、小 中 アジア、 ギ 
リシアの 文化 樹卽 ち、 紀：： 几 前 四 世紀末の アレ キサ ンダー の 死後ょり、 第 七 世紀の サラ センの 
勃興に 至る アレキサンドリア 文化 圈に 瑶 する 諸 民族を 驅使 せし にあらず や。 嘗て、 神聖 a 丨 
マ 帝國は 法王 權に抗 じて、 中 世紀末 期卽ち 十 世紀ょり 十三 世紀の 成吉思 汗戰爭 に 至る ョー a 
プパの 陪廢たる谷甜に、ょくゲルマンの統一と接頭を企_したことを、想起せねばならぬ0 
この m 丨 a ， パの ニ大 民族を 使役す るに 足る 新世界 形態を 創るべき 誇りを* 门本國民に迪么 



る 其の 主 傾 性の 自覺と 仕事場を 構築せ ねばならな かった。 然るに、 斯の 如き 日獨 伊に ょる 世 
界革新の必然性と可能性のぅちに我が國は置かれながら、此の可能性は、1九三九年の 5£ 、 
考猜に も ィギリスに ょつ て、 遮斷 される に 至った。 



I 、 ヒ トラ ーの 對英佛 政策 

顧るに、 9 丨。，パが第一次歐洲大戰ょり第ニ次歐洲大戰を通じて、その近世史の幕を閉 

ぢんと する 此の 大なる 世界史の 谷 問に、 恰も 神聖 B 1 マ 帝 ^ における オ ，トー 大帝の 如く、 

或は ブ R イセ ンツ ームに おける ビス マ ー クの 如く ヒ トラ ー は 立ち上つ た 〇 大戰 後歐洲 政治の 

代 辯 者た る 地位を 築き上げた フランスの 全盛期、 バル ツゥ內 開を 通して、 歐洲否 定の陣 容整 

備 を なさん とした ソヴィ H ト 外交を* 世界の 頭 腦は 忘れ 得ないで あらぅ。 おょそ 世界史に お 

ける 一阈 の 運命は、 その 時代の 较大 の國家 を 敵に もつ 其の 01的と {15 系にょつて決记されたの 

I 

である" 嘗ての ギリシャが 最大の ベル シアに 對 した 如く • 口 ー マが 最强の カルタゴに 對した 

ナチ スと 3- B ツバ 
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ナチ ^ •ドィツの世界政策 

如く、 或は サラ センが 法王 鹿に、 トルコが 東 a 1 マ 帝！； に、 近くは ナポレオンが オ ー スト リ • 
ア帝 國に對 した 如く。 併し、 ツ グィ K トは斯 の 如き 歐洲史 を 5 した 類型と 異 つた 戰 術を* 
歷史に 提供した。 西に あつて は歐洲 の 覇者 フランスを 通して 歐洲の 危機を 傾 成し、 來に あつ 
ては アジアの 王者 日本を 媒介と して アジア 政策の 確立を 企てん とした。 

ナチ スは ラインと ダ _1 ュ ーブを中軸とする廣地域國家たるゲルマンの神聖卩—マ帝2復活 
としての第三帝國を企圖して以來、北歐ょり中歐、バルヵンへの據點連絡に全カを擧げて來 

た。 かくて、 獨填合 邦に 先立つ て、 ナチ スは ハン ガリアの 國扰 運動と ル ーマニアの右荈革命 

% - 

との 工作を 敢行せ ん としたので あつた。 卽ち ハン ガリアに 對 して* 歐洲大 1 後 チェッコに 割 
譲せ しめられた ス a ヴ •'キア 奪回 運動を 支援す る ことにょ つて* ル ーマ ニ アに對 しては、 黑 
海 北岸に おける ソ •ル 國境の ド-一 H 1 ブル 並に ベ クサ ラビ 丁 問題を 後援す る ことにょ つて* そ 
の 國民 運動と 右翼 革命を 遂行せ しめた。 これと 共に ルー マ- 一ア の トランス ヴ r =ア における 



一 26 



ゲルマン 民族の ナチ ス結 成 ?: 企阐 する やヒ トラ— は ドィツ* オ ー スト リア •ハン ガリィ、 レ 
— マ- 1 ア を 貫通す る ウクラィナ 進軍の 準備を なし、 ソ聯 への 牵制に 成功した ので ある 0 
たと へ、 ルーマ 一 |ア が 英 •佛 •ソの 政治的 紐帶 にょって 結ばれて ゐょ ぅと も、 ナチ スの民 
族 的、 文化的 工作に 並ぶ 獨鞔 經濟 協定に 示される 如き ドィツ 勢力は、 今や ィタリア •アルバ 
ニア、 ブルガリア、 ユ ー ゴス ラヴィ ア 、ハン ガリア* ス R ヴ r キアの 獨 #- 陡 j 戰に 呼應 しつ 
つ、 實質 的には ゥクラィナ 並に トルコ 問題への 發展 的な 線を 策く ものであると 云は ねばなら 
,6。 併し* AJ のことは トルコ 並に 東 地中海 問題に おける 獨債の资的な展阳にょって甫めて 
具 體的な 形を 取る に 至る であらぅ。 

しかるに、 チェッコの ズデ ー テン •ドィツ 問題に 呼憋 して 表面化し 始めた ィタリアの 3 ル 
シカ* チユ 1 |ス 問題に ょる フランスの 沒落的 硬化を 利して、 ヒ トラ ー はす かさず 獨佛说 定を 
結んだ ので ある。 この ことは ナチ スの對 ソ聯 進擊 に關 して 後 a の 薆ひを 斷つ爲 め •獨 怫阈境 

ナチ スと 3 —ロ ツバ 
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ナチ K ,ド イッの 世界政策 

の暫定的安定を企圖せるものであつた。そして冏時にヒトラーはムッソリーニにコルシヵ、 
チュニス 問題 支持を 確約して、 一時 フランスの 全關心 を 地中海 問題に 集中せ しめんと する も 
ので ある。 勿論 地中海 問題は、 當時に あつてば フランス •イタリア 問題と いふよりも 寧ろ 英 
伊岡 爭に 外なら なかっ たので ある。 

從つ てヒ トラ ーはム ，ソ リー 一一 との 協同の 下に、 英怫の 視野を 地中海に 限定す る ことによ 
つて、 實は ウクライナ 三千 萬のぅ ち、 その 一割を 占める に 至つ た ナチ ス 系を ダ. 二 ュ ー ブに沿 
ふ ドイッ 統一 戰線 上に 確立した m 大 問題を* 稀迤 化せん として ゐるの である。 この ことの 爲 
めに、 莨に フランスの 左翼は その 機關紙 ユ マ- 1 テを 以て、 右翼は エ ボプク 紙を 以て、 フラン 
ス政 府攻擊 を 開始した。 併しながら、 是等の フランス 言論® が ナチ K の 資金に よつ て 動か 
されっ、 あった 斯の 如き フランスの 輿論の 分裂 こそ* 却って ナチ K の 世界政策の 勝利を 物語 . 
る ものと 言は ねばならぬ。 
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此の 陸々 たる フランスに 歐洲否 定の 爆彈が 扭め られ るのを みて、 英_ は 心 祕か に北叟 笑み 
0 »、 ナチ K 接頭と その 親英 策を、 歐洲 政策に 於て は フランス 牽制と して、 朿方 政策に 於て 
は ソヴィエト 牵制 として 迎へ 入れた ので あつた。 而し. て イギリスは 他方、 ナチ K •ドイツの 
阈 際經濟 陣營を 左右せ んが爲 に、 ナチ K をして ユダャ 放逐を 敢行せ しめ、 以つて その 經濟的 
M 弱化を 企阏せ んと する。 フランスは 對 獨包阇 線の 强 化を 一氣呵 成に 成し遂げん とする" 東 
は ソヴィエト、 中歐 、バルカン、 そして 南は イタリアに 向つ て 。かくて アフリカの 利權 を 與 
へつ、怫俅協定を結ぶのである。やがてはオーストリアにおけるナチス'トルソスの暗玟、 
獨伊對 立。 この 時、 旣に イギリスの 歐洲諸 勢力の 對立 、桔 槔に對 する ォーソ ド， クス 外交の 
手は 伸びて ゐたの である。 ムソ リー - I の 對英戰 岡 力を 削ぐ ために も、 獨 伙接近を豫防するた 
めに も* ドイツ 對佛 •ソ關 係を 深化せ しむる ために も、 怫伢 協定 線を默 認しつ V ドルフス 暗 
殺 事件を 導かねば ならな かつた。 

ナチ ス 43 ツバ 
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ナチ ス*ドィッの世界政策 

併しながら、 ムソリ ー = は大 アフリカ 主義 實現の 旗梭の 下に、 地中海 闽にお ける 對英戰 闘 -30 
網の 雄 備を 见 敢に 進めて 行った。 この ことは 同時に、 直接的に 獨伢關 係の 危機 卽ち 中歐 並に 
バルカンにおけるィタリアの對獨械塞の出現のみならず、ドィツの间敎徙媒介にょる南迪政 
策準備の崩壤を來し、他面佛餅關係の惡化*卽ち對獨包阐陣におけるフランス統ー0啦裂並 
に將來必然的に生起せざるを得なぃァルゼリァ*モ0，コ問題の危俱となって.、此處にまた 
歐洲の snj 矛盾の 運命は 深まつ たので— 。この 獨使佛 相互 尖銳 化のう ちに、 イギリスの 块 
洲勢カ 均衡に よる 自己 世界 所苻 形態の 維持と ソヴィ H トの歐 洲 否定との 觸 手を 忘れる ことは 
出来ない。 



斯の如 き •小 安 化される 對獨 逸包阐 陣の 最中に あつて、 ヒ トラ ーは 、阈 内の 自己 充實と 吃ん 
で*. オ ーストリアをはじめ中歐並にバルヵン*チエッコ、ポーラン >* 、北海に對する控濟的 
文化的 進入の 陣營整 備に 奏功し つ V •對ソ •佛 •供の 連絡 網を 內部 的に 斷ち切 つて 行つ たの 




である。 

かくて、 ヴ H ル サィ ユ條 約の 破棄 •卽ち ルール 並に f 軍の 問題を 解決 •國際 聯盟 脫退を 
敢行す る。 此の 問 •ヒ トラ ーは B 1 ゼン ベルク 一統に、 T リアン 民族 第一 主義の モ， トー、 
卽ち 歐洲 文化 掩護* ソヴィ H ト撲滅 と共に ゲルマン、 アン グ » •サクソンの 協同に ょる 新 m 

丨 a ， バ史體 系の、 ィデ オ £1ギィ樹立をなさしめ、赞定的に親英政策の線に沿つたのであ 

^ , 

る。 併しながら、 是等の ナチ K 勃興の 準備 期に おける 對ソ 佛戰線 充實と ファシズム 發展 期に 
おける對英戰線擴充とが、滿洲枭變以降の日本大陸政策のラ不ルギィにょつて甫めてその餌 
単を 廻轉し 得た ことを 想起し なければ •この 數年問 の哚洲 政治の 轉變は 把へ 得ないで あら 

50 

もと歐洲大戰のどん底から立ち上つたファシズムとナチスとは、日木の大陸エネルギィに 
依つ て、 前者は 反英 政策を 後 著は 親英 政策を. 實行 する ことが 出来た ので ある， アジアの 運命 
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ナチ k • r イツの 世界 歎 策 - 

を 左右す る ことが 世界を 抱きぅる 地理 的 •經濟 的 •文化的 生命に 關 する ことを、 世界史は 本 
能的に立證してきた。この代辯荠イギリスが ^1 己の世界體系維持の爲に*歐洲列强の均衡策 
として、對フランス、對ソヴィエト陣營たる獨饼をあやつりつ、-而も此の新興ニ大勢カを 
相互 對立 的に 据袅 置いた 時、 旣に ムソ リー =とヒトラーは 1«: 界史の宿命を握れるアジア，エ 
ネル ギイに ょつ ての み英國 牽制の 大道 横 はれる ことを、 知悉して ゐたの である 0 

エチオピア 問題 •スペイン 問題* 日獨 防共 協定の 發 M 。 これらは | に H 本 アジア . Jc ネル 
ギイの 歐洲 における 反映に 外ならぬ。 ヒ トラ— 0 親英政 策 破棄は、 此の 時ょ 〇 決定的な 姿數 
を とり 始めた ので ある。 かくて、 ナチ ス •イデ オ a ギイ 體系の 指針は、 ロー ゼンべ ル グー 黨 
をして # ら 對ソヴ < H ト線に 集中せ しめる と共に •ハウ； ホーフ ，丨 | 黨 をして 對英 •佛線 
の固めに沒頭せしめる。一方に於ては、目己の生命發展を決定する日本エネルギイに對し 
て •アリ アン 第一 主義の 修正を 忘れず、 他方に 於て は バルヵン 並に 中歐 における 獨伊協 定に 
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全勢力を 向ける* リブ ベント £>，ブを乘せた飛行機は柬に日本、西にイギリスをにらみな 
がら、 幾度 か ナポレオンの 峠* プレン ナーを 越えた。 

獨伊 密約を 通じて、 ヒ トラー はオ ー スト リア 並に ルー マ- 1 ア 問題の 解決の 準備を 完了する 
と共に、 嘗ての ムソリ ー 二の バルカン 問題に おける アタ チュルク 驅使の 故智に 做って、 ル ー 
マ II ア •ブルガリア 對立解 消にポ ー ランドを 立 役者と なしつ X 、 自 ti の ダン チッヒ 、ポ ~ ラ 
ンド •コリ K 1 ル、 リツ ア _| ア線 の對 ソヴィ H ト 北海 制 勘に ょる 北 進路 開拓に 念 速を もって 
とり か、 ったので ある。 かくして、 東歐の 寶庳 ルー マニア、 北迪耍 路のバ ル チ， クを掌 中に 
握りつ、、 ソヴィエトに 向つ ては ウクライナ 卜：： 據と 日伊 接近との イデ オロギ ー體制 を備 へ、 
同時に イギリスに 對 っては 曾ての 親英ノ イラ ート、 、シャハトに代盥さるべき新陣 *# を作り上 
げる 。アジアに 於て は 自己の 舊 植民地 問題を 拋掷 して、 イタリアの 地中海 並に アラビア 人 問 
題に ょる 南進 策を 許容し" その 對 佛英戰 の 擴大を 願 ふ。 

ナチスと 9 |0ツパ 
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ナチ K •ド イッの 世界 政輦 

然るに 他方 フラン ス 0 旣存政治網は、阈際聯盟を中心として、スぺイン、オースト”ア、 34 
チェ コソ •ゥィ ェトを つなぐ！ £ 洲橫斷 Q 線に 過ぎぬ 。今や* その スペイン の 一 角 崩れ、 オ 
~ スト リア 危機 迫る。 獨填合 邦 成立 すれば、 旣にチ ェ ッ コ は 逆に 獨 逸の 包阐 する 處 とな 
如何に フラン K が チ ニ ッ n を 死守 せんとす る も •もはや 現， W 的には' 何等 S 味 すらない の 
である。 かつて ナチ ス が 傲 語した 「チェ， n は j 時間を 要せず して ナチ ス •ゲルマン となる 
べし」といふ-〉：葉は堪なる宣傳ではあり得ない。ヒトラ丨はこの對佛，ソの欺洲の鍵を.支 
那 ■にょる 英 •ソ 後退* イタリアの トルコ： ハル カン、 小アジア、 北 アフリカ、 S イン 
の ロ-マ 帝 K 線强 化の 潮時に* 證 として 握つ たので ある 0 

これ こそ 日獨俅 防共 協定と 獨換 併合と であつ た。 

かくて ヒト ラ.. は フランスの 國際陣 營ジユ tli * f の 政治. ■の 崩 域を 遂行* 

それと 共に'-^ ソリ il Q ス ベイン 再建 並に アル ゼ リア、 7 ッ '回 敎從線 確立’ 新暖 



ょ o 中小 アジア、 北 阿に 跨がる 回敎徒 聯盟の 發展を 媒介と して 起り つ、 ある ソヴィ ヱトの 對 
トルコ 問題の 搭頭 、レ- 1 ングラ ード、白：1シア*ゥクラィナ、コーヵサス、各軍團の對獨伊 
戰時體 制の 强化と フランス 念 進杜 # 黨 •右黨 の 大同 團結 にょる 對镯戰 岡 姿勢の 硬化に 對 して、 
旣に戰爭體制を布き畢つたの '^ ある。此のナチス政策の發展こそ-偏へに0本のアジア建設 
における 對英 •ソ硪 線に 懸つ てゐ たとい ふべき である。 

ニ、 獨伊 ' 

一 £ 洲 近世 末期 0 表現 •- そ 世界 大戰 であつ た。 かくて •あらゆる 戰爭が 新なる 形態を 生産す 
る 客觀的 役割は、 この 大戰 にあつ ては ソ聯の 近世 歐洲 批判者と しての 阈家 形態を 新生せ し • 

I 

め •從 つて 歐洲の 並 = 遍化 たる 近世 世界史の 否定 者と して •東西 兩洋に その 思想 的§を 擴大 35 

ナチ スとョ I 口 ツ •ハ 



ナチ ス*ドイツの 1»: 界致策 

する に 至った。 この 歐洲否 定の 陣營 は* 大戰後 その 疲弊の 極地に 迫 ひっめ られた ドイツと イ 
夕 リアに 浸潤す る。 これに 杭して 一九 I 九 年 ミラノに 姑 黨せ るフ ，シストは ムソリ ー 一一の 指 
導の 下に、 一 九 ニニ 年 イタリア 政 權を獲 学る や* S 統制 Q 獨裁 政治 强カ 化を もっ て •ソ 
ヴ 4 H トに對 立す る歐洲 擁護の 役割を 擔はん としたので ある 0 
この 歐洲 擁護 線 上に、 極度の 浪亂と 本命を 經 たる ドイツ も 亦-; u ンデン ブル グ大 統領の 暫 
定的安 定期に おける I 九 ニ 九 年 Q アメリカ 恐慌と 滿洲 S を 契機と して、 ヒト ラ.. 「愛 g 綱 
領 J の 下に、 第三 帝 ^ を 登場せ しむる。 

この ナチ ス民挨 運動は 前述の 如く 必然的に フ r シズ ム民族 運動と 激突すべき 事態を* 處々 
に孕んでゐたのであったが、一九三七年の獨伢協定にょって明白に英佛リべラリズム人圮戰 
線に 對 して 協同 戰を 開始す るに 至っ た。 

併し、 この 時旣に 日本は 帝政 a シアの 極 束 © 略を 擊返 し、 第 一次 歐洲 -A- 戰を通 して 世界の 
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政治 •経 濟の 中樞に 侵入し つ V •マルキシズムの 近世 史 批判と 日本 主義の 西洋 批判 七を 媒介 
として、 自己の 諸 民族 統一の 古典的 理念を 新に 磨き上げ、 以つ て歐洲 に 代るべき 新なる 世界 
主體の 初期 擡頭 期を 形成した ので ある。 此の世界 變革の n 本 ラ不ルギィは西歐近世の母體た 
る東洋 0 新編成にょつて、近世主體の崩拔を導<。かくて、ィギリス植民地帝國の動搖はフ 
►'シズ ム •ィタリアと ナチ ス •ドィツに 歐洲 再編成の 可能性を 與 へ、 i は 此の獨 伊に 對し 
てあら ゆる 妥協を 提出し つ 自己の 世界 維抟に 狂奔し 始める ので あつた。 

このことこそ、ィタリア並にドィツの、ソヴィエトとィギリスとにょる挾殺を意味し、此 
處に獨 伊の 反ソヴ < H ト陣營 は 急速に 相 提携して 反英 陣 營へ轉 化せねば ならな かつた ので あ 
る。 併し、 此の 必然性は 新なる 世界 變 革の 世界史 的 必然性と 離れて は# 在し 得ず、 かくて 獨 
伊は 日本の アジア 的 主 體 にょる 世# 革命の 一要素と して、 解消し 行く 運命の 下に 横は つて ゐ 
たので ある。 

ナチ スと 3 I — 0 ツパ 
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ナチ K •ドイツ ©世界政策 

此の世界 革命に 參加 すべき 光榮あ る 運命は、 日 獨价防 共 協定の 名に 於て 象微 され、 歐洲變 
革 促進の 役割を 遂行し 行く ので ある。 かくて、 獨伊の 歐 i 造は、 舊歐洲 瓦解へ 變轉し •新 
# 界建設への媒介的榮 # を克ち得んとする。正しくムソリ丨||の ^ 持せる大ローマ帝 ^ 紅枣 
の洪 業は* n - マ Q もつ た 運命 Q 如く、 東西 交流に ょる 新 世# 文化の 傳囊 たる 世界史 的 使 
命の 遂行と 共に、 歐洲の アジア 的變 形を 招来す るで あらぅ。 * 
併しながら、 ム ソリー --の歐洲第ニ次世界戰爭の潮は、その絕頂に到着した時卽ちアメリ 
力と アジアとの 東西 ニ 大陸 及んだ その 瞬間に* 分 水窃を 降り始め るので ある。 蓋し* 西に 
あつて は アメリカ こそ イギリスの 延長で あると 共に 最後の 生命で ある。 東に 於て は 此の アジ 
アは イギリスの 運命を 決定す る 最大の 资 姐なのであス 0 ムソリ1=が此處1戰線を擴げた時 
こそ、歐洲第ニ次世界戰爭の堪音隨所にあがりて、舊歐洲荒廢の決定的時期を 5£ るのであ 
る 甘# 史 as 如*^ 洲 的 星 矛盾を 荒 亡い どょめき £?、 日本© 前 こ靠し 



-38 



てゐ るので ある y 今や n 本は、 アレ キサン ダ ー の 運命を、 或は ナポレオンの 悲剌 を、 此の ム 
ソリー u に 負は しめるべきな ので あるか。 

ドイッと イタリアとの 日本に 對する 世界政策は •全く 別個の 戰術 ょり 出で てゐ るので あ 
る。 ヒ トラ ー は その 經濟的 條件卽 ち 東洋 市場の 關係か らは 、親日 政策は 矛 ® して ゐる に拘ら 
ず、 對ソ戰 術 並に 植民地 奪還 問題に おける 對英戰 術 上、 日本 接近の 態度を 持し つ V 、 實は日 
本の 國 體 に對 する 愤憬 ともい ふべき 大 才的 irl 觀の 下に 新 ドイッ 確立の 爲に孜 々として 苒念し 
てゐた。併し、ヒトラーは決してビスマーク政策を變更するものでなくして*常に宣傳杏た 
る ナチ ス •アカ デ ミア 内に 於て ロ ー ゼンべ ル グ一黨 をして ゲルマンの 北ョ la ッパ囵 を 中心 
とする •統一的 歷史體 系の 用 :® に 專念 せしめた。 從 つて 彼の 關心 は獨佛 戰箏 にあつ たので あ 
る。 併し •イタリアは アジアの 反 擊の裡 に 自己の 反映を みつ 、、一方に於ては犮洋への新な 
る經濟 的 進出を •他方に 於て は P 丨マ •カトリ イク 並に： 5 敎徙線 の 東洋 擴大を 企 阏し以 つて 

ナチ スと B 1B ツバ 
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ナチ ス •ド ィッ 0 ¢ 界政策 

ィギリスへの 反轚 の 强 化に 乗り出した 。この 故に、 ムソリ i 一の 親 益は絕對的に反英世株 40 
政策の 線 上に あった ので ある • 一 

この數年の世界史はまさに近世の崩域と新なる世界創造の大なる谷問であって、世紀末的 
な戰爭 Q 類型と 全く 異 った 型を 示した。 世 f 的繫 の 時代に あって は、 攀は 一定の 地 成 
に 限定され て敵對 する | 一陣 營が戰 ふとい ふことは ない。 近世の 諸關 係の 馨の 凡ゆる 絲が諸 
所に 於て i ほぐされる Q である。 こ S 意味に 於て ナチ K が 近世 的 諸關 係 Q 馨を 切斷 して. 

行く 諸々 の 鬪爭 は、 直ちに 日本の 世# 戰咿と 密接な 關聯 $: 持っ てゐ るので ある。 

この 日本 世界 に 連る ナチ 5 線は 從 って 取に 北方に ある® ではなく* 南方に 办 する こ 
1 知らねば— 3。 蓋し 近世 的諸關 係を 震 艺めた 所 Q 地盤は •悉く 南方 アジアに？ 
るからで—。 從 って 今日の 北 •西？ 4 け S 問題は、 ナチ KS 5 SQ 蠢的 覆の ため 
の 豫備 H 作に 外なら ない。 最近に 至る までの トル コ の英佛 接近は むしろ 英佛 .に對 する 探知 改 



策で あり、 ナチ スの媒 介 的 諜報 企！ I に 外なら ない。 兑 ょ！ ナチ K が ル ー マニアを 確保す る 
や-ル ーマ = ア •トルコ 協定の 成立を 見た。 この m 1 a ッパと アジアを 結ぶ 傳統 的なる ft 界 
史の 通路 I バルカンと トルコの ナチ ス的統 | ル ートの 開拓は 何を 意味す るか J 

一九 三 九 年、 シャハトの ィラン、 アフガニスタン、 印度に 於け る經濟 的 進出の 諸 工作は、 
旣に かくの 如き バルカン •トルコ 統 I 戰 線の 進 軍路を •印度 ル ートに 連結 擴大せ んがた めで 
あつた。 世に iM 傳され てゐる ウクライナ 問題は ナチ スの 反英 政策を カム フラ ージユ する もの 
であつ て、 西南 アジアに 於け る ナチ K . の 印度 ル ートが 確立す る や、 ウクライナは ナチ スの包 
圍 する 所と なる。 この 褀は ソヴィ H トの内 部 的 分裂を 必然 化する ので あつて、 從つて ナチ ス 
は 決して ウクライナ •ル ー トをと る ものでは ない。 西南 アジアに 於け る 印度 ルー トは古 代ょ 
りの也洋と西洋との最大の通路であるのみならず、今日に於ても亦凡ゆる近世的詣關係の連 
結 路た るを 失は ぬので あつて、 ナチ ス戰線 も 亦 こ V にの み ^ する ので ある。 

ナチスとヨ—0ツパ 
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ヲチ K •ドイツの 世界政策 

フ r シズ ムも亦 一路 この 印度 ル ー トを赛 進して ゐる 事を 知らねば ならぬ。 嘗て a 1 マは 自 
己の 地盤と 通路と 越國の 基礎を こ 0 西南 アジアに 求めた のであって、 ムソリ II の 大 n 丨マ 
帝® 主義 こそは" 一日と 雖も この 印度 ル ートを 忘却した 事は なかつ た。 ヱチ オビア— 紅海— 
イ K 丨メ ン丨サ ウディ アラビアの 連絡 路 開拓を 回敎徒 政策と 併行せ しめっ、 爲し 遂げ •今や 
ナデス . Q ビザ ンチユ I ム •ル"- トと n l マ 帝 ^ •ル ー ト との 統一は イランに 於て 完成 されん 
として ゐ る。 此處に 云 ふ トルコの ビザ ンチユ ー ム •ル ー トこ そは ヒ トラ ーの主張せる神聖 0 
丨マ 帝國の 途 であった。 

この神聖 » 1マ帝阈運動とフ，シズムの 11 1マ帝 ^ 運動との統|こそ新なるヨー:1ッパ史 
を 形成し っ V •沒 落し 行く 近世 m 丨 B ッパの 代 辯 者た る イギリスに 肉迫した。 

この 反 イギリスの 大道 •イタリア 線の 擴大が 決定的な ョ~ロッパ爆發に導かれる時を、 1: 
トラ ーと スタ ー リンとは 待ち 構へ てゐた 。その 決定的 危機の 直前に ヒ トラー は スタ ー リン 牽 
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制を 徹底的に 遂行せ なければ ならぬ* 'この ことに 依つ ての み， ヒトラ ーは歐 洲冉 41 の摒權 を 
握り 得る ので あるから •そして ヒ トラ ー のオ ー スト リア 並にポ ー ランド、 チ* ッ コ 並に ルー 
マ- 1 ア 確保に ょる ゲルマン 線の 强化に 對 して、 ムソリ ー -- は ィタリア •フランス 接近に ょる 
ラテン線の强カな陣營を構築して {2 かなければならない。此のヒトラーとムソリ1_ーの苦惱 
こそ、 アジアを 再娃 すべき 日本に とつて 最も 审：要 な 契機と なる かに 見えた。 併し 旣 に、 阐荠 
の 反英 •佛 •ゾ 政策は 決定して ゐた ので ある。 

世界の 計 * : 器の 西側に 置かれた 狭隘な 一半 岛が 、かつて 東側に ある 大陸を 見取に 持ち上げ 
た奇怪なる晓史的運命は、今やその正當なるバランスに逆轉せんとしてゐる。世界史の秤は 
愼重に して 大膪な 舉 措を 要求して ゐ る。 ム ソリ丨-ーの南米とアジアとにさし延べた手を、地 
球の 中點で 毅然として 握りし めつ、、 や をら 其の 秤を 大地に おかねば ならぬ。 ムソリ 1= の 
ィギリスに 代は る 第二次 世界 獲得 戰 は、 茛 は 世界史 大轉換 .の 前奏曲で あると 共に、 洵に 華々 

ナナスと 3 — ロ ツバ 
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ナチ ス •ドイツの 世界政策 

しい 大 フィナ ーレの 運命を 孕んで ゐるの である。 此の 反英 戰箏の 世界史 的 通路を 新なる 世# 
統一への 道と して 繼承 發展す る ことこ そ、 日本 の イタリアに 對 する 役割で なければ ならぬ。 

ム ソリ ー II をして、 將來 世界への 大ナポ レオンたら しめよ 〇 a 丨マ 帝國： ¢ 11 の 洪 業を して 
正に かの a 丨 マ 帝國 に對 する アレ キサ ンダー 遠征 路の位 湓を 、一 $び新 1«: 界統！に對して持た 
しめよ。 蓋し 歐洲の 內的 自己矛盾は 新歐洲 科 站を して、 所詮は ョ la ッバ 的苦惱 の 必然性を 
迎 らしめ るからで ある。 m 1 a ッパは アジアな くして は ^ 在し 得ない ので あつて、 日本は 今 
こそアジア*太平洋 ^ 復興のプ0トコールを作製すべきである。 

a 丨マ 帝 ^ 復活に よる 歐洲 再建の 此の 自己 矛 招。 英佛旃 獨伢の 相互 葛藤の 必然性は •諸 段 
階を とりつ ゝ 、遂に 今日、 英怫澥 對獨伢 の現狀 のま k 第二 歐洲 大戰に 誘 ひ 込まん とする 運命 
から 逃れる ことは 出來な いので ある。 かくの 如き 運命 0 遂行 溝* 大ム ソリー 一一を 驅使 する こ 
とこ そ H 本の 大藝 術に 外ならぬ； ローマ帝阒禅痤の媒介によつて、世界統|への新道が打ち 
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開かれん として ゐる 。世界 政治は 男性の 藝術 であると 叫んだ ムソ リー二 は •今や 世界 統一 國 
家 建設は 蔣史の 藝術 であると いふ 言葉に とつて 代 はられねば ならぬ。 この ことのみ、 眞に新 
なる 世界 文化 創造を 現實 的に 約 朿する 唯 I の 道な ので ある。 

然るに、 更に ムソリ ー II はヒ トラ ー のプ B イセ ンツ ームを 媒介と せる 「神 架 a 1 マ 帝國主 
義」 を絕對 的に 支持し •以 つて ョ i ッパの 0 己 矛盾を ゲルマン 統一 國家 運動に 荷 ft はしめ 
つ V 、 自己の アフリカ 並に アジアへの 「 B 1 マ 帝國主 義」 運動の 强化に 乘り m した。 今や 英 
佛 ソ對獨 伊の 危機 線が、 m 1 a ッパの 崩壊と 共に 新なる 世界史 建設に 繫が るべき 世# 戰帘の 
決定 點に 到着せ んと する。 

脊てソヴィエト地區の擴大.發展の暴風咐は、却つて獨伢の新興勢カとその胳史觀を確立 
したの みでは なく* H 本の 英 •ソ にょる アジア 植 K - 地 化に 對 する 使命と 共に、 對英 ソ问時 作 
戰を 導くべき 日本 世界史 觀の W 確立を なさし めた。 此の R 本の アジア 救出に おける ソヴィ K 

ナチ スと 3— ロツパ 
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ナチ ス *ド ィッの 世界政策 

ト的契 機 こそ* 實に マルクスが 分析す る ことを 欲しな かつた アジア 民族の 搾取の 問題" この 
最大の 非合理 性に 對 する 批判的 精神 %： 培 ひつ、* アジア 民族と 歐洲ブ n レ タリア ート との ニ 
重の m 1 a ッパ的 非合理 性を 克服すべき H 本 史觀の ぅちに 解消され たので ある。 

此の m 丨 パ 的 二重 搾取に 對 する 日本の 同時 解決は* 必然的に ■= 本 0 アジア •太平洋 豳 
の 疣 | 的 文化 再建に 連なる ので あり、 この ことは 同時に また ョ 1 D ， パ 的プ B レ タリアー ト 
をキ艘 とする コミンテルンの 現 實的工 ネル ギ ー たる ソヴィ H ト • R シアの ア •シア ^ 略に 對す 
る 鬪爭と アジアを 非合理的に 所有せ る イギリスに 對 する 闘爭 とを 以つて 始まる 世界 戰 爭を必 
然 化した ので ある。 

この ことは •獨 伊の 反英 •反共 政策の 協！ 2 陣營を 決定し 强 化し* 以 つて イギリスを， 王 體と 
する 近世 自由主義 關家 の植 K - 地と なれる 中歐 並に 東歐 に對 する 獨伢の 救出 闘带 を發展 せし む 
るに至つた。この 3 丨0ッパ文化再建としての獨伊の世界戰爭は*今やドイッ*ォーストリ 
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ア、ハンガリア、ィタリアの縱斷樞軸に依つて、南にあつては地中海、西にあつてはィべリ 
ア半 & *北にあつてはダンチ，ヒ*ポーランド*コリドール、メーメルのパルチプク海を越 
えて スヵン デナ ビア、 東に あつて は チ エブ コ*スロヴ 7 , キア、ルーマニア ^ 線とユーゴ1* 
ス-ラヴィア、アルバ11ア、プルガリア、トルコ、アラビアの印度戰線へむかつて、放射狀態 
の 陣形を とりつ、 あつた。 

ミュンへン會談の直前、ドィツがォランダ獲得とロンドン空爆の卽決作戰の秘密戰略を故 

隹 

意に英佛に宣傳せる威嚇的戰術は*單にミュンへン#談を急速に成功せしめたのみではなく、 
その 現實的 勢力の 放射 戰 略の 發展 を 物語つ てゐ るので ある。 併し、 更に 重要な 戰線 は* 獨伊 
の 東部戰 線に 連なる 日本の アジア 的 放射線の 充實 に懸 つてゐ る。 

一九 三 七 年* 旣に ダン チッヒ は 完全な ナチ ス化を 完了し •ポー ランド 廻廊の. 實質的 解決を 
見て ゐた三 九 年、 ポ L フン ドの 英 •ソ 接近は 却つ て ドィツの ポー ランドに 對 する 現 莨 的發 M 

ナチ スとョ 1 D ツバ 
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ナチ K •ドイツの 世界政策 

を 促進せ しむる もので あ o * この ことの 爲めに 英 •米 •佛 • ソ をして •ホ L フン ドを 支持せ し 48 
めた る ヒ トラ ー 世界政策は 洵 に 驚歎に 値する 巧妙 5 を 示す ものである。 一 
この ことの 解決は、 a ちに 獨供の 北歐並 に バルカンへの 戰線 擴大の 發展 となる であらぅ。 

今や 北 歐 ょり英 本土への 戰線 は* ム ソリー -I の 北 阿ょ o 西南 アジアへの 戰線 と對應 しっ i 、 
ドイツの ルーマ 一 |ア、 トルコ、 イランに 對す る經濟 的 文化的 趣 出の 段階に 立ち 到った 。ナチ 
スは シャハトの 西南 アジア 經濟 政策を ウクライナ 戰線に 並行せ しめ、 以 って その 商品 i 
術 •通信の 輪 出 網を 擴充 する ことに 成功し っ、 あった。 

力くて、 獨伊の アフリカ* 西南 アジア、 ウクライナに 對する 戰線は •專ら イギリスの、 レ 
臟 印度 突银に 於て* H 本の 世 ^ 戰線と 相 見えん とする 。もはや 避け 難き 第二次 ヨー J , ッパ 
大戰 は、 獨伢の イギリスの 頭腦 、 a ン ドン 空從 とその 心臓、 印度 突帮七 を以 って 顶點に 達す 
るであらぅ。併し-このことは 3 丨ロッパの完き睽墟化に外ならず-第ニ次ヨーロッパ大戰 



は 獨伢の m 丨 0ッパ：种建としての世界戰矫のタイブを-撤底的に遂行するであらぅ〇 
卽ち旣 に、 斯の 如き 第二次 歐洲 大戰は 三 七¥の 防共 協定ょり 開始され てゐ るの； であって、 

H チ オビア 戰爭 以後 スペイン、 オ ー スト リア、 チェ， コ、 ス B ヴ r キア •メー メル* ハン ガ 
リア、 アルバ 1 1 ア、 ダン チッヒ と戰 線の 擴 大を來 しつ、、 今や ポー ランド 戰爭 •ス カン デナ 
ビ T 戰乎 •オランダ 戰爭 、ルー マ- 1 ア 戰爭 * トルコ 戰爭 * チ ユ -I ジア 戰箏 • H ジブ ト 戰爭、 
紅海戰爭の如き獨伢の分散的世界戰爭の形を以て進展せんとしてゐる。而して芷しくヒトラ 
丨の 念願せ る ゲルマン 的歐 洲統 I の聖 業は、 神聖： 一丨マ 帝國の 運命の 如く、 新なる 欺 洲の諸 民 
族國家 形成を 媒介し つ ゝ、歐洲の苦惱を背負ふゲルマンの悲剌的光榮％迫想するであらぅ。 

併し、 この m 丨 a ッバ W 建戰爭 は、 一度 英 •ソの 致命戰 たる ウクライナ •印度 戰線へ 進展 
する や、 日本の アジア 4¢ 建と しての 世梂 戰举の タイプの 中に 融合し •かくて 日本 世界 创 造の- 
大な る戰ひ の 決定的 段階に 人る ので ある。 

ナチ スとヨ 1 D ツバ 

> ■ t 
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ナチ ス • ィッ ® 世界政策 

從 つて、 獨伊 Q 世蠢爭 は 日本 Q 反英 •反共 SQ 强化 5 つて、 そ Qf 基げ つ、、 
近世 史 Q 二重 Q 非合理 性を 克服すべき 日本 世界主義 戟爭 q 光榮 なる 參與 者と なること が出來 
るので ある。 かくて、 獨 伊は 自己 のョ丨 a ， パ 文化 圈をそ Q 正當 なる 位 匿に 据急 くべき 世 
界 史的 使命を 自覺 すべきで ある。 

此の新世界史に對して、最も個性的な自己表現をこそ、日本は敢行せねばならぬ。 

この ィタリアに 向つ て、 今 こそ 日本は 撤底 的に 東洋 文化 M - 與のあらゆる援助を成すべきで 
あり、 こ® ドィッに 向？ は 惜しみな く* 歐洲 危機 激化に— 新歐洲 _ Q 媒介 的 任務 S 
援すべ きで ある。 この ニつ は 日獨 伊の 反英 共间戰 線 上に おける 日本の 重要な 役割で なければ 
なら 2。 鍫 に、 篇族に そ S を 得せし むべ tB 本 q 古典的 性格 Q 宿命的 播 動が 存— 5 る 
ので—。 こ S 行 Q 具® 的體— $し て •徒に 世界的 日本と いふ 11 1 
とを 止めょ。 
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ill. 11 ;; 



I 、 ナチ ス •ドイツと ソ髄 



アジア 大陸の 西 端に、！ $び第ニ次世界笟得0網を張〇めぐらす新_家の出現。宵て西歐の 
一 海賊は 成吉思 汗の 陸 道に 代 ふるに 海道を 以 つて 大地を 所有した y その 大地 ?: 粑する アング 



•サクソン 族の 齒車の 下に 死に 瀕しつ、 ある 諸々 の 民族を そ V のかし、 秘に 策を 弄せん と 



した ものが あつた。 併し* この ソヴィエト • ：一シァは西歐の世坭听心形態を批判し杏记せん 



ことを試みたが*猶かのィギリス海(迫を趑斷する道を知らなかった。この西洋文明の否记者 



ソヴィエトを 媒介と して、 歐洲洱 建を 試ん とする ものを * :::木は過去数ハ小凝说してきた” 



彼方大陸の西端，ニ個の國家が、北にドィッ、南にィタリァが新に枓迖の适 3: きり柘かん 



ナチ ス •ドイツの 世界史 的 批判 



KKR^.~r - -- ニ i-i 1 . 
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ナチ ス •ドィツの世界政策 

として ゐる 。恰も ビス マ ークと ナポレオンの 如く。 併し：：： 本に とつて は •この 歐洲： w t を 通 
してィギリス世界所冇の大動脈を權承せん4する兩者を、默視する時は旣に過ぎ去った。 

海道を 持たざる ドィツは、 ゲルマン 段 族 國家 建汶の 自 rj 充教 と* 歐洲の 危機^^ 成と にょ 
つてィギリス牽制をなし、その後播荠たる陣營を敷きつ上ある0併し、ィタリアは3_マ帝 
阈 復興と 大アフ リカ 主義を 翳して、 先づ 地中海 並に 紅海の 制覇を 企て、 ィギリス 大動 脲 の 一 
に 哦 みつかん として ゐ る。 

ソヴィ ヱトの佛*ゾ協定にょる歐洲危機製作はヒトラーの歐洲擁護ィデ才 0 ギーと北進政 
策の 確立 發展を もたらし、 逆に ソヴィ H ト 自らに 對 して ヒト ラーの K 擊的 擴充を 促進せ しめ 
た。 

同時に ム ソリー ー| の 對英南 進 政策の 徹底的 遂行と 相俟って、 曾て 欺 洲諸 勢力の 均衡に 對す 
る » 際 陰謀の 權化た る英國 をして 周章せ しめ、 對佛 •.ソ * 對伊獨 谈柔に 狂奔せ しめる。 併し 
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ヒ トラ ー は旣に アン グ R •サクソンが 歐洲 文化の 敵で ある こと* 恰も ソヴィ H トと； s ir- 同じ 
ぅせるを哚露し、以つて歐洲ょりソヴィヱトと共にイギリスを放逐し、眞の歐洲再建を企® 
しつ、 ある。 從 つて 先年の 英併 # 商の 如き も、 決して ム ゾリ—- 一の 憤 柔に あらず して、 完全 
なる イギリスの 歐洲 後退で あつた。 英阈 に殘 された 道は、 怫 •ゾ の對獨 伢 線と イギリス 延長 
たる米阈のアメリカ第1主義とを使嗾する外ないのである。しかも、斯の如き歐洲危機は必 
然的に 日本 アジア •ヱ ネル ギイの 勃興で あり、 そのことは 同時に 日本 世界主義の 確立と その 
普遏化に外ならぬ。從つて、ヒトラーの欧洲再建の企1|は、實に日本のアジア*太平洋圈に 
おける 對 英米 ソ戰 の寊 現を 意味す る。 

かくて •ヒ トラ ーの國 際 政治に 及ぼせる 影響 こそは、 反 ソ 英的歐 洲文化 擁_ とその ゲルマ 
ン的復興、彼自らの言葉をもつてすれぱ.ゲルマンの血をもつて獲たる地を鍬にょつて打ち 
建てん とする 歐洲搏 建の 悲壯 なる 熱情を、 ゲルマンの鍬にょつて耕された內部充赉の仝面に* 

ナチ ス •ドイツの 世界史 的 批判 
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:典び 血を 注がん 李 遂 洲震齧 Q 悲剌 に畢 らしむ る、 其 QS 矛盾 Q 解決に 外なら ない 

ので ある。 

11 、世界史に 於け る 日本と ドイツ 

日本の 對ソ •英 H ネル ギイに 依つ て* 今日 迄 辛ぅじて ヒ トラ ーの 意愁 する 歐洲 文化 擁護 ^ 
梅 f れ得 た？ あつ H 、 ソ 7 H ト Q 佛 •ソ蓋 にょ— 洲 1に對 する f f の歐洲 
薷に加 ふるに、 更に 日本の 積極的 對ソ •英 •佛来 制の 世界 體系 樹立 こそ、 「 R 本 アジ こ 
のみならず 「日 木 mi ， パ」 の 可能性を 約束す る ものである 。それの み獨 •ソ戰 带を 現實 
化せし むる もので あり、 それの み 伊 •英鬪 爭を激 化せし むる ものである。 此處 にの みヒ トラ 
丨の世 界 史的 役割は 宿命 づけら れてゐ たので ある 0 
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この ことは 恰も、 嘗ての ョー a プパ 中世が， その 法： 土 的 並：； 週 形態ょり 近世 初期の 領主 的 民 
挨國家 へ 移行 せんとす る 過渡期を、 オット ー大帝 が 神聖 ロ ーマ帝 W 樹立を もつ て 先蜞 した ゲ 
ルマンの 運命を、 彷彿せ しむる。 オ ，ト ー の イデ オ P ギイは その後 アルべ ルッスに ょつ て 表 
現された 如き ョー £1プパ中世の禅樯成にあつた。卽ち、法：土攒にょるョーてパ世林支配を 
國王權 を もつ て 椹 承し、 中世 的 形態の 發展 と强 化を 企圖 する もので あつた。 にも拘らず* そ 
のことは 中世 ョー ロッパの諸侯的ヱネルギイの獨立的接頭を促し、共處に數世紀诎，：：11!をョ 
丨 a ， パに 齊遍 化した 法王 的 世 林に 對 する、 新なる 闘 乎の 段階を 形作り •逆に 近世 ョー a ッ 
パの萠芽期を先行するのであつた。そして敁も蜇耍なことは*この近世ョーロプパの萠芽期 
における ゲルマン 先行を して 斯の 如き 過渡期 的 役割を 遂行せ しめた 所以 こそ， 世界史 南方 通 
路がサラセンにょつて遮箾され、法王樯の世界史的地盤の崩拔を餘依なくせしめたことに吖 

するとい ふこと である。 

ナチ K •ドイッの 世界史 的 批判 
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この 璧榴 の 地盤 喪失に よる m ~ a フ パの 空隨 に* オ， ト _尤 帝は 誕生した。 そして 共の 
神聖 11丨マ帝國は十！1 ¥ 紀の成吉思汗戰梁によって*卽ち世界史北方通路の來洋的溪 « ェよ 
って、 自己の 過渡的 役割を 畢 U っ \ •近世 初期 ョー ，一ッ パの 萠芽 期を 媒介した のであった。 

斯 の 如き V ト丨的 宿命が 今や， w たヒ トラ 丨 の 裡に 宿っ たので ある。 彼は 正しく* 近世 ョ 
ムン ハの 產的 形態が マルキシズム によっ て動搖 しっ、 遂に フ K シズ ム Q 古代！ 一-マ 帝 
國圈と 日本 帝 S 囵と によっ て 南世极 史通路 に 大きな 趣 裂を 生じた、 その 中に？ 8 を あげ、 
a — a ッパ近 世の 否定と その； ^構成の使命をゲルマン帝國をもって敢行せんとする。 

沟 に、 その 1 ，パ統 | の 意 g と 計 迸に 至っ ては、 驚くべく 革命的で—。 

旣にヒ トラ ー は， オー スト リアを 合 邦し、 北には ポ ー ランド 並に バルト海 權 を、 南には ハ 
ン ガリア 並に ル ー マ- 1 アの 大半を その 勢力下に おき、 チェ， コ は 全く ナチ スの 捕虜と なる。 
しかも 今や ノー ルゥ* ィ より 蘭 •£! •佛 •英 作戰を 遂行すべき 段階に 立ち 到った 0 
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神聖 0 -マ帝3を樹立したゲルマン圈はかくて、ナチス*ゲルマン帝阈への段階に人らん 
とする。 併し. 神聖 n 1 マ 帝 ^ の 大空 位 時代に 匹敵すべき ナチ ス\ヶルマン帝阈への大空隙 
が* 3 !ロッパの自己矛盾による相互鬪爭のぅちに生起すべき必然性を、誰が否定し得るで 
あらぅ か。 

この ことは 日本の アジア 囵の 再建と 統一を 通して 後退し ゆく ソヴィエト •スラ ヴ帝國 の 西 
漸に よっ て、 卽ち北 世界史 通路の ョー a ッパ への 急勾配に よって、 決定 線に 到着す るで あら 
50 

併し 問題は か、 る ゲルマン 帝國 をして* よく 神聖 a 丨マ 帝國が 法王權 に 對抗し 得た 如く • 
正に 近世の 法王 權たる イギリス 植民地 帝 M を 打倒せ しめ* 將來 ョ ー n ブパ史 への 萌芽 期を 魁 
けすべき 世界史 的 役割を 遂行せ し ilf) ねばならぬ 必然性に 存す るので ある。 

まことに、 ヒ トラ一は 斯の 如き 近世史 より將 來史 への 變革を 媒介す る m 1 a ッパ的 エネ ル 
ナチ ス •ドイッの 世界史 的 批判 
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ギィを 代 辯す る榮 # を擔ふ もので あり、 この ことを 可能なら レむ る もの こそ、 また 實 に：！ 一本 60 

I 

の アジア 的 H ネル ギィの 方向 如何に 懸 つてゐ るので ある。 此處に 、ロ 獨# 同盟の 必然性が 孕 
まれて ゐた ので あこ。 

筲ての近世史的世與分割*掠奪戰爭の時代は畢つて、今や世 # 解放.統一戰爭が開始され 
つ、—。 かくて、 世界は 英 •佛 •ソ •米の 搾取 的 •非合理的 •掠奪 的 •平和 搜亂的 •文化 
破壊的 ^ 營と日*獨*伊*滿*西の克服的.解放的.文化再妞*创迆的.統一的吨營との對 
立 激化を 明かに した。 嘗て アジア 文化 闼の みならず、 全地 球の W 族と 文化を 破 填し 平和を 搜 
亂 したる 其の 歐米的 近世 文化 形態を 永遠 化せん が爲に •唯 佾惡 と悲慘 と惡辣 * あらゆる 惡德 
にの み 値する 思想 戰 5: もつ て、 英 •佛 •ソ •米が 狂奔し 始めた ことは、 斯の 如き 惡德 q 自己 
表白に 外ならぬ" 

世界史の 批判と 建設は、 常に 世界の 最高 峯に 立たねば ならぬ oml a ， パに 於ても 自己を 



照すべき 勇氣 ある 魂は アジアの 髙峰に 登らん ことを 欲した。 唯. 彼等には •心 可能で あった だ 
けで ある。 唯* 彼等は 寊に 此の 大なる アジアを 統一すべき 内的 必然性を もたず、 また その 主 
體的エ ネル ギィと 理么を もち 得なかった に 過ぎぬ。 アジアの 鷇も高 き竣嶺 ，日 木に 攀ぢ發 る 
べき 術を 知らな かった。 & 等 多くの 憐 むべき 亡叛の ために、 日本は 今や 毅然として •最も 壯 
大 なる 物語を なさねば ならぬ。 

今や アジアの 反 擊の ぅちに、 近世 史的 矛质の 解體と H 本の 世# 建設が 始った 。その 理念と 
技術と 組織の 統一的 實线 を* 世界史の 辯證 法的鬪 带を 通して 展開すべき 時が 來た ので ある。 

此の日本史の世界史的自覺こそ、付物にも情伏されざる最も單純なる世界政策を、最も多 
角 的に 實踐 しぅる ことを 知るべき である。 

• ナチ K • ド ィッの 1««* 界史 ^ 批约 
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、第一 期 世界 變革 戰爭 



歐米が 遙か 大陸と 大洋の 彼方に 择ゅる 高嶺の 如くみ ぇた 時代は 遠い昔の 物語と なった。 山 
を攀ぢ 岸を ' , ® みっ、 侵略 戰の 軍を 押 進めた 歐米が アジア •太平洋の 极軸た る 日 木に 迪 U っい 
た 時には 旣に 世界は 倭 略 的 •資本主義 的 紐 帶を もって 連結され、 歐 米諸闽 家は 较 ぅて 此の 紐 
帶 にょつ て 世界を 一つに おびき 寄せん ことに、 あらゆる 惡德の 夢を 描いた。 至る ところに、 
近代の 理想は 惡の 華と 化した。 

人々 はこの 悪の 華に 文化の 爛熟を みつ V 、 猶一個 の 習 m 的な まことに 衍命 的な 意慾を もち 
給け た。 彼等は* 映畫と 飛行機と 世界 本命の 新たなる 狀界 史的 洪水の 中で、 猶も 近代的 議 
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ナチ K •ドィツの 世界政策 

の 泡く を 喰 ひながら、 小說と 蒸 汽機關 と 植民地 略奪の 他 何ものを も 思考し 得ざる 憐 むべき 姐 
の 溺死® の やぅに 漂ぅて ゐ る。 . 

ョー 11ッパに於ても，姐は映暹館で腰をかける禮版を知ってゐる。併しそれは文舉の延長 
に過ぎない。 それの みでは ない 1 飛行機を 作る 術 も 心得て ゐる 。併し、 それは 人間の 生活 
の 延長で あり、 蒸汽 機關を 作って 生計を 營んだ 人間が •その ま V 其 處で 反芻され てゐ るに 過 
ぎぬ。新なる 1«: 界を创る技術、大なる意慾の頭腦は*^婪あくなき姐0胃袋に化した。 

此の !1 袋の豆大發達こそ*アメリカ合衆國である。如何なる姐でも、近世的ョ丨0，パを 
延長したら、これ以上の |1 擴張は想像出來ないまでの發達を遂げた。西歐的近世が西齡十五 
世紀末、 日本的 アジア •太平洋 圈の 中に 位 入し 來った 時には、 アメリカ 原住民た る 蒙古人種 
ホモ •アメリカ ーヌ ス は蛆 退治の 方法を 知らな かつた。 彼等は かく も 不潔な アメリカを 想像 
出来な かった ので ある。 
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アジアと アメリカとの 交流黠 は、 古くょり 北は アリ ユ ーシャン列岛を通じて，太平洋は： 
潮文化圈を通じて殷版な脤を搏つてゐた。メキシコ0マヤ文化やべルウのインカ帝國が、が 
かる 脈搏の 中に 生長して ゐたの であつ た。 是等の 日本を^^ とする アジア 人の アメリカは、 
西楗一四九ニ年の東海岸バハム、西印度諸.：2*トリンダ，ド « 略に次ぐアメリゴーのヴナ不 
ズ H ラ 攻略 や カブラルの ブラジル 奪取に 據るポ ル トガル •スペイン 0 南米植 K- 地 獲得ょり エ 
9 ザ ベス 女： 土の カナダ 攻略に 至る 一世紀間こそ*望鄕の叫びを唠きながら悲慘なる死 -5: 眼前 
にみ た。 此の 叫喚を 耳に した 日本は、 アジア 大陸に あつて は ウラル •アルタイ 族の 躍動と 共 
に アメリカ 大陸の 悲慘に 迫られつ、* 自己の 太平洋を 庭と する アジア •アメリカの 統一的 復 
興を 敢行すべき 國內 K ネル ギイの W 組織に 着手した" 

斯の 如き 再組織と しての 我が 戰阈 時代は •國内 統一を 畢 へる や、 北は 朝鮮を 通ず る ウラル • 
アルタイ 圈と 並んで、 南は 南洋 •印度の 黑潮 文化 圈の復 古 的 統一を 皆 行し* 以て アジア •ア 

n*K •伊 •アメ 9 力 
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メリカに東西ょり襲ひ來れるヨー：1ッバの進軍を迎帮せんとする0併し旣にイギリスは、一 
方では ウ * ルタ I • a 1 レイの ヴ r 1 ジ 11 ア州 植民地 獲得に、 他方では フランシス •ドレ— 
クの世 葬 周航に 成功し っ スペイン 無敵艦隊 犖滅 にょって * I 擧に カナダと 印度への 激烈 
なる 攻略 軍を 繰り出した。 

宗敎 戰爭 と共に 激化せ る ポルトガル 、スペイン、 フランス、 イギリス、 オランダの アジ 
ァ •ア >リ 力 爭奪戰 としての 笫 一期世 界變本 戰爭に 於て、 日本が その アジア •太 •中 洋阖の 復 
古統一戰带を中絕し、中立の止むなきに至らしめられたる、洵に中世變革の 1«: #戰咿をヨー 
» ッパに委せる遺恨琪といはざるを得ない。 

かくて^原住アメリカ人たる蒙卉族は鑿玟に次ぐに虐殺されゝアメリカは完全にヨーロッ 
パの 奴隸と 化した。 十七 世紀 初頭に おける 口 ンドン # 社の ジユー ムス •タウン 建設 •プリマ 
ス# 社の 一一 ユー イングランドの 建設* マサ チユセ ッツ# 社の ボストン 市 建設 等ょり-- ユー • 
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ィングランド 聯合 桢炅地 同盟、 新ネー デル ランド 奪取 即ち 一一 ユー m 丨ク建 汶に至る半世紀刖 
に 於て •大西洋？； 4 の ョー a ， パ 植 災地は略ョ丨一一ッパ自體における諸勢カの關係を反映する 
に 至つ た d この ことは アジアに おいても また 间钱 であるが" 今は 單に 北アメリカ ^ 略史を 槪 
說しながら*第一期世界變革戰帘と現代の第ニ明世界變革戰乎との狀史的性格を語ることに 
止めょぅ。 

太平洋を^^ とする アジア •アメリカの 統一的 文化 圈に對 する ョ ー 口 ッパ侵 入は、 その 統 
一 的 M の 分散と 崩埴に 依つ て •ョー ロブ パ 近世 史の世 界荇遍 化を 可能なら しめた。 併し、 
このことはョーロブパ近世史の瓦解の爲めのニ個の要因を同時に準備したのである。その| 
は、 ョー a ブ パ自體 における 資本キ ：莪 的競举 とその 矛盾で あり、 第二は か、 る min ッパ近 
世を 培つ た 植民地の 獨 泣 運動で ある。 此の 近世 史瓦 解の ニ 大要 因を 契機と して搽 頭す る 世 槔 
變革の 主 體は 必然的に 分散せ しめられた る アジア •アメリカの 復十： ：的統一を莨现化すべき第 

日 •獨 •伊 •ア メ® '力 
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ニ 明 世界 變本戰 氓 を •要求す る。 

しかも •所謂 文 i 興より 宗敎戰 帝* 產肇 命に 至 る三押 年の 描 一期 1 を. その後 

の 驚 地 分割學 絮一產 洲大戰 に 5 專變 明 なく 霞した に，^ ら」 >、 特こ械 6 也 

略 ■爭 と稱 すべき 所以は、 f 為成 §f 明かに せんが 爲 I 共に* そ の 略奪の 
ル丨トこそ、正し<現代の獨 # の第ニ次歐洲大 © を日本の第 _ 期世棵戰爭に ^ 八ロせしむべき 
大動脈た るを 明かに せんが 爲で ぁる。 

從 って ジハング*日本の絹と黃金を略奪せんとして開始されたョ丨£1，パ近 1«: 史の爭覇 
が 東西より 相呼應 する アメリ 力と 印度への 通路 霄と なった 其の ル丨 I 、 今 H アメリヵ 
と 印度と に對 する 日獨伊 協同 戰線に 外ならぬ 。此の 協同 ® 線に よっ て、 近世 ョー ロ， パの y 
壤とアシア的諸民族の後古的統|が可能なのでぁって、かくて新なる世振史は禅ての植民也 
略奪 •分割 載 爭に對 して-植民地 解放 •統一 ® 爭を もって 始まる C e ぁる。 
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然るに* 此 -2 第二 期： 戰爭の 段階に 於て* 近世 的 姐が 如何に アメリカを 構成し 如何に 
その 9 擴张がアメリカを蒼白化せるかを*今更諸君に傳へねばならぬほど諸君の頭腿も亦 

姐 的 S と 化して 了つ た Q でぁらぅ か。 もし 了く* が英佛 側に蠢 したら = 本 か 滅亡 

する であらう から、 日 獨伊 5 同盟は 止めて， 了メ” 力の 機嫌 取— ヱ 夫す る淺 ましく 貪愁 
な 日本人は もはや 1 まいが •四® 半から 空しく 一一 厂了ク の 奏樓を 仰ぐ 小說的 人物の 
爲に 、しばらく アメリカ 小說を 試みよう。 

11 、近世 アメリカ 



植民地 掠奪 戰 S おける ョ丨 ロ" •ハの 諸 勢力の S は、 數 度に 互る 激突を t ? も、 そ 
の商業資本時代を越えてィギリス產業革命を中軸として、資源と市場の分割戰線の擴大期に 



日 •獨 •伊 •アメリカ 
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遭遇した。 この 過度 期は ヨー a ッパ 全土を 七 年戰带 の 馋愴た る 渦中に 陷れ た。 其の 疲弊 混亂 
期に 乘 じて、 フランスは イギリスとの 長き 植 w 地 戰線の 拮抗に 打ち勝っべき 機 待を 把へ たの 
である。 

イギリスが自己の經濟的困憊を [>'1 復すべき航海條例の復活に續く印紙條例の陚課にょって 
アメリカ植民地の反帮に遭ふや*フランスは -4* 部十三州桢讨地を+乂持しっ、、沔胳一七七四 
年、 核 民地對 イギリス 本國 との 國交 斷絕を 宣言せ しめ、 遂に 一七 七 六 年の ワシントンの 「獨 
立 宣言」 にょる アメリカ 獨立戰 帝へ 發展 せしめた。 かくて* ヴ * ル サイ ユ和 Is を もって、 ア 
メリカ聯邦紐織の共和政體と各州の自治制を布くに至った。 

併し •この 獨立戰 带は イギリス 人の カナダ 移動 ^ 激桁し •却つ て カナダ 桢托地 における 英 
•佛勢カの逆轉の契機を作ったのである *0 か、るカナダにおけるイギリス勢カの枏大は、英 
佛の對 立を 益 i 激成 し、 遂に 一七 九 一年の 上 カナダ (オンタリオ) と F カナダ (ケベック〕 
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等を 分裂せ しむる と共に、 印度を 中心とする 英 •怫對 立の アジア 戰線を も 亦 激化せ しむる に 
至つ た。 然るに、 イギ ザスは この 植民地 戰線の 擴大に ょる フランス •ブル ジョ アジ ィの 勃興 
と フランス 舊形態 との 矛盾を 利して* フランス 大 革命への 道を 用意し •以 つて 植民地® 線に 
おける フランス 勢力を 一擧に 壊滅に 導かん とする。 

かくして、 イギリスは 一方に 於て は フランス 革命の イデ オロ ギイを フランス 念 進 インテリ 
ゲン チャに 注入し つ V 、 他方に 於て は 密かに カナダ 並に 印度 戰線 0 擴充に 全力を 傾倒した の 
である。 此の フランス 大 革命の 泥 亂は アメリカに おける フランス 勢力の 後退を 餘儀 なくし、 

怫 •西 カトリ イク 統一戰 線を 分散せ しめ* 中 •南米に おける スペイン •ポルトガル 植民地の 
獨立と共に、アメ9カ合衆國の領土的發展を窗すに至つた。この閗*イギリスは卜下カナダ. 

の 統一への 地盤を 確保し •アジア 通路を 殆ど 自己の 內に 握り 得た ので ある。 

この十九世紀前半が*アメリカ合衆國の擴大期であつて、屮米における怫*西植民地買收 3 
日 • 33 •供 *ア メリね 
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に 成功し •ルイジアナ •フ a リダを 加へ、 更に ナポレオン 戰宰の 逆 典を 喰つ た イギリスの 弱 74 

. 一 

黠 を 衝いて カナダ 進入を 企阖 する。 この 英米 開戰は カナダに 關 する 限り アメリカの 失敗に 貓 

したとは いへ 南部 三 州の テキサス、- 1 ユ ー •メキ シ コ、カリフ*ルニアを英.||ょり割讓せ 

しむる 掸緣を 作り 得た ので ある。 

併しながら、 此の アメリカ 合 衆國の 擴大は その 南北 諸 州の 經濟的 機構の 對 立を 解消すべき 
南北 戰宰を 必然 化した。 北部の 奴隸廒 止 派リ パブ リカ ンと 南部の 奴隸 制を 地盤と する デ モク 
ラ ットの 對立は 遂に 一八 六 〇 年の 南北 戰爭 へ發展 し、 この 機に 乘ぜる イギリスは T 英領 北ア 
メリ カ條 令」 を もつ て 上下 カナダの 合同を 企阚 し、 イギリス 皇帝 任命の 嫌 督下に カナダ 自治 
領を 構成す るに 至つ た。 

かくて •アメリカ 合 衆國は 、カナダに 對 する 領土 的 野心を 抛棄し •ユ ダヤ 資本を ^ 介と す 
る 英米 協！： 戰線を 密かに 張 〇めぐらして、外に對しては一八ニ三年のモン 0 丨敎書を振り25 



しっ、、日本太平洋豳への帝紹主義倭略へ進軍し始めたのである。恰も日本は自己のアジア 
太平洋 圈にお ける 歐$闽 主義 進軍の 充滿 の眞直 中に 立って •彼等の 植 K - 地 掠奪より アジア 
民族を救出すべき必然性の自覺と共に*明治維新を敢行し、歐米的饒略戰線に對する防銜の 
準備 段階に 入つ た。 

こ のこと こそ、 アメリカを して 北は アラスカ •アリ ューシ ャン 通路の 獲得と 南泮 通路 奪取 
に 全力を 擧げ しむる に 至つ た。 卽ち 先づ、 n シアの 極東 政策と 連結すべく、 一八 六 七 年 アラ 
スカを a シアより 買收 し、 北方 日本への 壓 迫を 試み • a シア 極 來 政策を 牽制し ー舉に 太平洋 • 
アジアに 對 する 英 •米 協同 作戰の 遂行へ 發展 したので ある。 此の验 戾なる マッキ ンレー 並に 
ル ーズヴ K ル ト の帝國 主義 的發展 策は* 戰审を 展開せ しめっ、* a シア 極東 政策の •後退 
と 日本の 消耗に 乗ずる 絕好 の掸會 を 作り 得た。 一八 九 七 年より 一九 〇八 年に 至る マプ キン レ 
1 •ル ー ズヴ H ルト倭 略 戰線は かくて サモア 島、 ハワイ 群島 •ポルト •リコ 岛、 フィリッピ 
日 •獨 •伊 •アメリカ 
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ン群島 •グァム 岛の 獲得を もつ て、 太平洋 戰 略を 充 » し、 同時に 大西洋 戰線と 連絡すべく、 
キユ ーバ島 、 セント •ト— マス 島、 サンタ •クル ー K J & I : 買牧 し、 - I カラ ダ ア運河 開繫に 
桉い て、 海 取大擴 張* パナマ運河 開擊- へ 躍進す る 0 

かくして 、アメリカ 帝阈主 袭は 支那 進出の 諸 地盤を 權 築し、 此處 にョー ロ， パの# 生產的 
アメリカと日本との太平洋上の直接的對立がニ十世紀の特徵を形造るに至つた0これと共に* 
m — a ッパに おける 新興 帝國 F ィツの 躍進は、 アフリカ 大陸 分割 戰の 成功を 收 めつ、、 フラ 
ンス 革命を 契機と して 獨立せ る 南米 諸 植民地を はじめ •怫 •英 •米に 完全に とつて 代 はられ 
た スペィン、 ポルトガル 植 § Q みならず、 佛 •英 •米の 經濟的 諸 地盤に 肉迫し. 近世 ョ丨 
プ パ の 諸 矛盾は 最後の 激烈な 媒發點 へ 到達した。 

この 第一 次 歐洲 大戰 において、 アメリカは その 產業 0努 異的 發展を 通して* アメリカ-一 ズ 
ムの決 定的 勝利を 自 覺 する や、 3ら參戰して世界鉍大の值擭1:家として登嗫した"かくて_， 
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世界 金融 經濟の 中樞 とな ヨー P ッパの 再生 產 的繁榮 をむ さ ぼる に 至っ た。 此の アメリカ 
の 資本主義 的 上昇 期た る モン "丨主義ょりウィルソンに至る一世紀間こそ、その .|-. #期的利 
害の 一致に ょってょ く 輿論の 統一と 各 州、 各 民族の 統制に 成功し 來った 所謂 アメリカ-- ズム 
時代で ぁった。 

抓し、 一度 一九二 九 年の 大恐 慌勃發 する や •その アメリカ 一 I . ズムの >* 向 線的顚 落と 共に、 
失業者の 氾濫 •銀行の 大 休業、 戰傷モ ラトリ アムに 按く 共產主 義陣營 の 發 M を 通して •非の 内 
包せ る經濟 的 • M 族 的 諸 矛盾は# ぴ 表面化す るに 至っ た。 脊て 南北戰 爭に 至る までの 慘虑な 
る黑人奴隸制は今や千五百萬の黑人ブ11レタリアとして、謂は ^ 民族的南北戰平へ轉化し、 
甴人プ a レ タリア 戰線 に 併行す る。 他方に 於て は • ヨ ー n ッ パの 獨伊戰 線に 伴ふ變 遛は 直ち 
に筲てのヨ丨 » ，パ諸拔族の夫々の植民地的地盤として生長せるアメリカ各州に反映され、 
その 利 劣 關係の 無統制は アメリカ 其の もの ゝ内的 矛盾を 暴 诺す るに 至っ た。 

» •獨 • {# •アメリカ 
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今日の ル ーズヴ * ル トの- 1 ラ 運動、 ドル 貨切下 げ 等の 諸問題を 繞る 經濟的 社# 的 危機を 一 -78 
時 糊塗せ る アメリカは、 背後ょり 边る獨 伊戰 線に おびえつ V * 内： 曲 的に 堪拔 せる W 族 問題を 
拾集すべき 發展的 展望な く* 表面に 毅立 せる 0： 本 世界 戰線の 前に 徒に 戰慄 する のみで ある。 
僅か數世紀にして奴隸制ょり金橄獨裁制にまで展開せるアメリカは*その 0 己の # 展史を世 
界史に適用して*自己中心の世界進化論を作り上げるや*豇ちに新なる世葬史的怒这の屮に 
死臭を吐く。憐むべきアメリカ||ズムの沒落！ 

三、 第二 期 世界 變革 戰爭 

4k 

今や、 アメリカは 自己の 發展史 の 逆流の 前に 佇んだ。 反 獨伊戰 線に 參戰せ んと する も、 一 
方に於ては、その私苻財產は槪ね女性 2 孕中にあり*勝利の展望なきアメリカ參戰に對する 



'» , 1 HIii —1 

f. T ' f1? ,; .r v . ■■ノ . •. • - 

全女性の反戰的輿淪に«はれ、他方に於てはその生產と軍隊における黑人並にブ"レタリア 
1 トの反 戰 運動に' 15 迫され、しかもその中淹階級は槪ね伊獨系民族にト |.'| められてゐるのみな 
ら中 * ユダャ 財閥を 統制す る 能は ず* 自己の 内面的 矛盾を すら 克服し 得ざる 悲運に 陷つ た* 
外に あつて は、 カナダ、 中 •南米の カトリ イク 地盤に 對 する ムソ リー二 政策の 進展に 伴ふ莫 
大な アメリカ 投資 Q 不安は、 南米に おける 人民 戰 線に 對 する ヒトラ 1 政策— ひ つめられ ゆ 
く 不安と 相矣 つて、 アメリカは、 もはや 極度の 恐怖 病に 陷 りつ、、 自己の 產業の 中心を なす 
支那 湖南 省の タングステン 問題を はじめ、 南洋 問題、 日本の アジア •太平洋 市場 並に 資源ょ 
りの締め出しに、極度の症狀惡化を呈し始めた。 

大西洋は、 旣に獨 •阿靈 S 大と 共に、 そ S 淼 '飛行機 戰 S ドに 歷边さ 
れ 、大西洋を 媒介と する 英米 篇 1 S 斷を 如何と— し 得ず、 唯 アメリカに とつて f 
れた 欧米 媒介 通路は 太平洋の みとな つた。 嘗 つて アジ T アメリカを 連結せ るア 1 — シャ 

日 •和 •伊 •アメ J 力 
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ン •アラスカ 通路と 黑潮文 化圈ル ートの みが、 今や アメリカと イギリスと を 連絡す る 唯一の 
ル ートと 化した。 アメリカの 念願す る 唯一の 夢は* 從 つて 日本の 中立 以外の 何者で もな くな 
っ た。 

嘗て アラスカを a シアょり 買收 した アメリカは、 その 眾備擴 張を アリ ユ ー シャンに 延ば 
し、蘇米協同戰線を企圖し*南方にあ 0 てはグ,ム岛*オセアニア*フィリッビンを樣洲ょ 
り 南阿 •シン ガボー ルの イギリス 海上 * に 結びつけ •印度を 通ず るョ ー a ッ パ •ルー トを確 
保せんとする。日本の中立のみ、英米協间作戰を可能ならしめる今日、アメリカは巧みに言 
を 弄して、 或は 日本に 對す る經濟 封鎖を* 自己が 東洋ょり 經濟 封鎖 さる ゝ 恐怖を 押し 匿し つ 
つ 威嚇し， 或は 日本の 英米 ^ 敬 阶番 犬に 對 して タレ デプト 設定を 申し入れつ X 、 日本中 立の 
保 證を買 收せん とする。 

併し* 我が 聚國 の大 理想を 實現 せんとす る 描ぎ なき 世界 戰線 現 莨 の 政府の 如何を 問は 
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ず、我が日本史の阐技的態度の前に*アメリカはもはや太：个洋における英.佛*ソ.米協；2 
作戰の積極化を拋棄せざるを得ず>徒に歐米の矛质的宿命を想ひつゝ、大四洋を凝視するの 
みで ある 0 

» 

日獨伢 軍 琪同 盟の 結成は、 英米 連絡 路たる 太平洋の 拋棄を 必然 化する のみならず、 大西洋 
ル ートの 連絡 不可能の 故に、 唯 アメリカは 中立の 餘儀な きを 自覺 せし むる のみで ある。 獨仂 
戰線に 作 ふョー B ッパの 自己矛盾は その 儘 アメリカの 自己矛盾で あり、 第二次 歐 洲大戰 がそ 
のま、 R 本 世 # 戰爭 に ^ 合される に 至つ た 今日に 於て は、 もはや アメリカの ョー B ッパ的 - P 
, J 矛盾は：： 一本の 世 典 苹命の 前に 壊滅す るの 外は ない。 中立せ んと する も •崩 填の 外な き アメ 
リカが，今や唯現狀維持の平和獨 .'? のみ 5: 哀願するルーズヴュルトの背後に、ュダヤ人ルー 
ズヴ H ルト 夫人の 顏を 悲痛に M 守る 醜狀 は、 何を 意味して ゐるの か。 

ユダヤ 問題と 共に、 アメリカ •インディアンと して處 殺された ツラン K - 族た る アジア 人の 

日 •锔 • $, •アメリカ 
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アメリカ跗題は、黑人問題と2:本第ニ世問題 $: も同時に解汍すべき日本ィデオ3ギィを待望 82 

I 

してゐるのである。かくて、日獨伊軍祺同明|は必然的に*南北全アメリカに亙る挝族 ||'.] 題に 
對 する 協同 作戰を 最初に 取り 上ぐべき であり* 日本 アジア •太 •中 洋闼に 包含 さるべき 印度、 

西南 アジア、 東部 アフリカ、 オセア - I ア、 南洋、 西部 アメリカの 廣汎 なる 領域に おける 戊 族 
問題を ひっ さげ、 歐米 植民地の 全 解放に むかって 全力を 集中し、 以 って 歐 米の 資本主義 阈家 
の沒 落を 通して 獨伢 を撤底 的に 掩護すべき である。 植 M 地拢 族の 解放と 統一の み、 第二 期 世 
界變 革戰爭 を 決定す る もので あり、 此の方 向に 於いて 日獨伊軍事同盟は 1 歧的發展を企1|す 
べきで ある。 

アメリカ 問題は •從 つて 日本の ウラル •アルタィ 豳と黑 潮 囵との 復古 統一と して 取り上げ 
られ * 日獨伢 世界 戰爭の 中に、 印度 問題と 並んで 最初に 決定され ねばならぬ。 

アジア 民族の 罄段と 奴 隸制の 上に 成 苌せる アメリカ 帝阈， 王 流の 非人 道 性は、 此の 第二 期 世 



界變革 戰爭の 最大の 敵で なければ ならぬ。 憐 むべき アメリカ 追隨主 赛は 、今や 植 1 C - 地 的 桥犬 
の姐的分泌物に過ぎぬ。世界最强の日本海軍は、あまりに堀大なる太平洋 |1 において、あま 
りに 穢惡 •倭 小なる 蛆が 眼に 止まらない だけで ある。 併し、 蛆は 夥しい 徵苗 を貯 へて ゐるこ 
とを 銘記せ ょ。 

一九 三 九 年の 夏、 か \ る 英米 的蛆 にょつ て、 正に 決定され んと した H 獨# 軍 氓 ^ 盟は 、悲 
慘 にもむ しば まれ、 此處に K 述し來 つた 決定的な 方向は 一時 泥亂の 狀態に 陷つ たので あつた。 

か、 る 決定的な 方向の 喪失は* 遂に ナチ ス •ドィツを して 背後の 敵， ソ聯と 妥協せ しめ、 
遂.に第ニ次哚洲大戰の表面化の時期 5:' 早めしめるに至つた。=獨伢軍恭同盟にょつて、英米 
ソを挾段しつゝ、新なる世株秩序建設の鬪举過程に入るべき必然性は、かくて日獨#の相 5: 
孤立 化の ま.，、 | 方に 於て は 第二次 歐洲戰 線の 擴大 化、 地中海 及び アフリカ 戰線の 延長と 並 
んで 、他方では 太平洋を 舞签 とする 日對 英米の 尖銳 なる 閩乎過 程を 惹起した ので ある。 

日 •獨 •仅 •アメリカ 
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I 、 世界史の 辯證法 

世界史 上、 古代の 文化、 m — a ， パに 於いては ギリシャと か h — マと かいふ もので あ 

るが、 こ Q ギリシャ や マ QS 形成を やつて 行く 時には、 その 前段 階に あつた 所の 諸々 
の エジプトと か 或は バビ R -1 ャの 系統と か、 或は カルタゴの 系統、 さぅ いふ 民族 國家を 徹底 
的に 否定して、 白 分 Q 新しい 國—態 sff: - マに 於て は 「帝 國」 Qf 造つ た 
ので あるが、 その 古代が 上代を 否定した 時には、 その上 代の もぅ 一つの 前段 階に あつた 所の 
統一的 r 廣 地域 國 家」 を 自己の®® として 取上げた。 

勿論この事はギリシャに於ては失敗に歸し、ギリシャ自身は飽くまで都市闻家の形態に留 
世界史 i ナチ ス 
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つたので あるが •その 次に 現 はれた 所の マケドニアは、 正しく さう いふ エジプト とか フ * ネ 
キヤの 搿承 形態を 否定して、 その 前段 階の 形態た る大 いなる 帝國を 形成せ ん とした。 その 帝 
阉は何であるかと言へば、自己自身が自給自足闼を確立すると间時にその帝阈自身に於て諸 
々の 段 族が 統一され 得る やうな 阈家の 形態を 持たう としたので ある 0こ の マケドニアの 歷史 
は、 實に アリストテレスの 世界 觀に ょつ て 導かれた 。かくて、 あらゆる 民族が 其處に 於て 統 
一され 得る やうな コスモポリス— 宇宙 都市 或は 世界 都市と 云つ た 方が もつ と 明瞭と 思 はれ 
るが 、 I さう いふ 都市の 形成を 行つ たので ある。 

そして 又 a 丨マの 共和 阈や その後に 核く ローマ帝阈とは、さういふ世界都市を：史に統ーす 
る やうな a — マ 帝阈を 作つ た。 斯うい ふ * 代の 諸 民族の 統一的 阈家 ともい ふべき 「 宗敎國 
家」 を 作る 時には、 前段 階の 上代の 「民族 國家 J を 否定して、 もう 一つ 前に あつた 諸 民族の 
統 | 的な 廣地 域阈家 の 組織を 考察し 實 現した ので ある。 
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又 中世が か V る 古代を 否定す る 時に* 中世の ^ 家 形態は どうい ふ ものを モデルに した かと 

云へ ば、 さう いふ 廣 域の 宗敎國 家を 否定して、 卽ち古 代 的な の 形を 否定して、 上代の 王 

を 中心として 民族を 組織して 行つ た H* シブ ト 的な 性格* 或は パピ a ン的な 或はユ ダ ャ王國 的 

な 性質 構造、 さう いふ 風な ものを 敁 高 の モデルと して 取上げた ので ある。 もつ と 具 體的に 云 

ふなら ば、 中世の 法王 廳の 組織は、 諸々 の 敎會を 持へ、 その 敎柃を 法： 土 朝が 締め括る。 かく 

て その 敎# を 中心に した 一地 域を 法王 廳の 敎權の 下に 精神的な 統一を 31 る •その 事に 依つ て 

色々 な 土地に 走 着して 居る 民族の 統制 並に 支配 袱を 握つ たので ある。， さう いふ 風な 中世の 

「敎 權國 家」 の 形態 •法王 廳的な ョー a ， パは、 其の 前の 古代を 否定した ので あるが* かく 

古代を 否定す る 時に •その 古代の もう | つ 前段 喈の上 代の 組織を 參艿に 採 入れた ので ある。 

それから 斯の 如き 中世ょり 近世への 過渡期を なして ゐる 「封建！： 家」 をぶ ち壤 して | 定の 

土地に定着してゐる所の民族を中心にして所謂近代國家を作つて行つた、その中世的封趄制 
世界史と ナチ K 
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を否定して行<時には、中世を遙に先驅して居た所の、上代ょり古代への過渡期を形成して 
ゐた ギリシア 的な 或は フ r 不キア 的な 「都市 國家」 の 形を 模範に したので ある。 か、 る 初期 
古代の形とは何であるかと言へば、一定の扰族がその民族だけで都市的國家を作り、一定の 
貨幣制度をもつて統一してゐた。さぅいふ風にー定の民族が一定の小地域に定着して近代國 
家を 作らん とした 時には、 中世 的な 封建 領主は 商業都市に 壓倒 されながら、 次第に 法王 鹿 か 
ら獨 立して 行つ て 近代 國家の 基礎と 方向と を 作つ て 行つ たわけで ある。 さぅ いふ 風に 近世の 
國家といふものは *- 中世を否定する時にはもぅ一つ前段陪の古代的な都市國家をモデルに取 
つたと いふ 現象が、 歷史の タィ ブと して 重要な 問題に なつて 來るの である。 

然らば 近世 史を 今將に 否定 せんとして 居る 世# 史の眞 直中に 於て、 何を 範例に 取つ て 居る 
かと 言へ ば •ナチ スの 如きは、 中世に 於け る 法王 鹿の 國家の 形成と その 仕方を モデルに 取つ 
てゐるのである。つまり、法王篇の精神的な1つの中心があつて、色々な土地に定着した民 



族の 諸々 の特长 を 生かしながら 精神的には それを 法： 土 廳が 統一して 行く、 さう いふ 國家の 形 
態を取らうとして居る。それが今度のナチス獨逸がやらうとして居る_的である。卽ち、フ 
ランスと かィギ V K 、 ノー ルウ* ィ 、ル ー マ- 1 ア の 如き 一定の 土地に 結 付いた 國 {水、 而も そ 
れぞれ 一定の 特殊性を 持つ てゐる N 4 {水を Natioual cc - OCIi (民族的 社 ^ 主義〕 なる ィデ 
オ a ギーに 於て 統一し、 恰も 敎# の 如く ナチ K 黨が 支配し つ、、 各 土地の 持殊 性を 生かし、 
其處に 新 m 丨 a ッパ國 {水を 形成し ょうとして 居る。 これは 恰も 中世の 時に 法王 鹿が なした と 
形式的には 同じ やうな 類型に 越す る ものである。 

其 處に將 來の ョー 。ッパが生れて來る方向があつて、第ニ次 3 丨 13 ，パ大戰は、今までの 
さう いふ 近代的な 國家を 決定的に 否记 する、 さう して 新しく それぞれの 特殊性を 生かす やう 
な自 1_* の自給聞*自己の腠史的な苒編成を行つて、其處に小さ & 近代的なシユタート(金權 
獨 裁的闻 {0 でな くして 新 民族 阈家 (ラィヒ} としての 廣地城 な ョー n ッパ阈 家を 作る。 そ 

捭 界 史と ナチ ス 
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I 

の 精神的. な 中心に ナチ ョナ ー ル •ゾチ アリス ムスを 持つ て來 る、 その 時の， 王 fig 性は どぅい ふ 
ことになる かと オふと，その主體性こそが拎て中世の末期に丧現した所のオ，トー大公に依 
つて 茈礎 付けられた 「神聖 a ! マ 帝阈」 をモデルに取らぅとして敁るのである。 

神聖。 丨マ 帝阈が ローマ法王廳に對抗して封趙領主を糾合しつ、法卍廳の權ヵと戰つた0 
それが つま o . 近代に 至つ て 封建 領主と 商業都市と が 結合して 一定の 土地に 結びついた 近代 國 
家が起る魁をなした。神聖？|マ帝阈はか、る過渡的なものではあつたが、ゲルマン过挨が 
主 體と なつて 作つ た 最大の 「ョ ー a ， パ 阔 {太」 であつ た。 今：：： ナチ K 獨逸は 将 米 出來る であ 
らぅ所の斯の如き 3 ~3，パ阐家といふもの、媒介的な位置を 1 '.- めょぅとして居るわけであ 
る。 丁度 自分 達の 祖宏が 中世の 時に 行つ た 所の 神聖 B 丨マ帝 ^ と叼じやぅな晞史的な使命を、 
今：：： の ナチ ス獨 逸が 见さ ぅとして 居る ので ある。 隨 つて* ゲルマン 獨 逸は、 新 ョ ー R ッバ國 
家 形成に 於て、 ナチ ス黨をして媒介的な位匿を卜 |'| めしめると1:1:時に、自分がそのキ：抢的な役 
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割を见さうとして居るのである。 

•所が ファ， シズ ム你太 利 •或は フランコの フ* ■'ランへ 西 班. 牙* 或は 將米 出來 るで あらう フ 
ランスの ナチ" ナ ー ル . y チァ リス ムス、 佛蘭' 四 ナチ ス 或は 英吉利 ナチ ス 、さう いふ 風な も 
の、 中で* 現在の 形では •フランコ. とか ムソリ ー - I とか ヒ トラ ー、 この 三者の 三頭政治* 
或は ナチ ス佛蘭 一！ とい ふやうな もの、 代表 ^ が 加は るかして、 今までの 近代的 資本. 王 義的シ 
ュタ ー トを破 埴しつ 、、新なる 意味の ナチ" ナ一ル •ゾ チァ リス ムスと しての ョ I W ッバ國 
家、 その 支 fill 的な 政治的な 梢 成と して 三頭政治 或は 四 頭 政治と いふ やうな 形が 現 はれょうと 
して 居る。 

ところで •今までの 金融資本 主義と しての オランダと か ィギリスと かべ ルギ ー、 さう いふ 
風な ものは ァメリカ 並に カナダに 移動を 完了して しまつて 居る わけで あつて これ 等の ァメ 
リカは どうなる か。 カナダと ァメリカ 合 衆 阈と南米、それから今までィギリス帝阚が持つて 

仳界史とナチス 
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居つ た インドと かオ ~ スト ラリヤ とか 南阿 聯邦 •斯うい ふ ド ミ- 1 オン •自治領が ある 〇 それ 94 
から 乂自一 J の支 sfi 下に s いて K • た多くの植民地と保護 N •か i る近代イギリ K 的なるものが、 
上述せ る 如き シユタ ー トの崩 淡 過程に 於て •如何な 形態を とる であらう か。 

此のニ倘の承大な問題に答へることこそ*現代の狀株史を明かにし得る所以であらう。イ 

ギリスが、か、る崩汝遇程に於てドミ_|オンとか植挝地とか保逯阈とかいふものを自己の® 

制に 再び 吸 收し得 る やうな 態勢を 執る 爲 には、 先 づ 近代の イギリスの 紐 織を 作っ て 居る 所の* 
キングと パリア a ント ( 11 衿} 資本主義 Q . 宣傳機 關 I とい ふ ものが I IS になっ て 統治 
して 居た 所の* さう いふ 王政が 否定され ねばなら W 。 かくての み、 北米 合 衆 s と カナダとの 
合作 形態が 可能と なる であらう。 つまり、 カナダは 勝 史上 簡堪に W へば 王統 派と ユダヤ との 
含 同戰 線に 於て 基礎 付けられて 行っ た、 この カナダの 非常に 勢力を 持って 居る 王統 派を ぶち 
破らなければ、 デモ クラ テイ， ク士 しての アメリカ 合 衆 同と 合 賭する こと は 不可能で ある。 



隨 つて カナダと アメリカを 統一して 新しく アメリカ 帝 國或は アングロ •アメリカン •ユ ー ラ 
イ テ， ド • K テ -トと もい ふべき も Q を 作つ て 行く 爲に は* カナダの 王統 S 基礎で ある 所 
の イギリス 本土の 王政を 否定し なければ ならない？—。 隨つ てこの 第二次 ョ i ， •ハ大 
戰の遇 程に 於て* 恐らく イギリスの キングと いふ 制度が 否定され るて あらう その ^ に 依つ 
て カナダの 王統 派は 沒 落して デモ クラ テイ， クな アメリカと 統一し 得る やうな 形に カナダ 
が變 形して 行く であらう とい ふことは i し 得る ので I 。 も ラーつ は 印度洋を 中心とする 
印度*樣洲、南阿聯邦、東阿篤地等の新自給量圈|、郎ち「新イギリス印度洋國2 

ともい ふべき ものを、 チャー チルは 意阚 しつ、 あるかに 見える。 

さう いふ チ r チル 戰 略の 裏には、 イギリスの 諸々 の ド ミ-一 オン ゃ植 M 地が 新しい 意味 
に 於て 統一 さ sf ? く 力と か 印度と かいふ 組織を 執らなければ ならぬ。 併しながら 
之を 達成す る爲 には、 カナダと アメ ，力 合 衆國の 統一の みでは なぐして、 今までの スペイン 
世界史と ナチ ス 
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の植 K - 地で. あると か 或は フランスの 桢 托地であるとか或はイギリスの桢托地に依つて構呋し 
て ^- た所0街アメリカ 〇 體が非常な大きな變動期に將來入って來る可能性が，めるので、ナチ 
ス獨 逸は 旣に フランコと ムソリ 1 - と共に、 南米 獨立戰 線の 運動を 今 E ； まで ， f 的に 行つ て 
來たの である。 それと！ ：！： 時に、 日獨伊 の 提携に よって、 太平洋と 印度洋と における：：： 本の 秘 
極 的な 發展を 、ヒ トラ ーは 念願して きたので ある。 隨 つて 先年の スペイン 戰乎と いふ ものは 
南米に 於け るスべ インの 植民地を ナチ K 的な 或は フ ►'シズ ム的な 南米 國家に 形成し よぅとい 
ふ 意 ^ の 下に、 ムソ リ丨- 1 並に ヒ トラ ーが その 本 闽で ある スペインの 革命 戰を斷 行した ので 
ある。 かくして ナチ K 獨逸や フ ，シズ ム伊太 利の 南米の 工作は 今 H 旣に 大きな 實りを 上げ 
てゐる わけで ある。 it て パン •アメリカ 同盟を 挢 へよぅと した ル一 ズべ ルトの 運動に ^ して 
も •アルゼンチンは 反 對 Q 態勢を 執り、 或は 又 ブラジル 大統領が ルーズ ベルトの 南米 共同 戰 
線の 中 込に 對 して、 敢然と して 吾々 は舊 組織の 爲に戰 ふので はなく して、 新に 發 M し 新に 生 
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れるで あらう 所の 新體！ |*新秩序の爲にこそ戰ふのである。险つてアメリカ合衆阈との協 ^1 
戰線を 拒否し なければ ならない と 答へ たやうな 莪礎が 何 處に あるかと 言 ふなら ば •南 ア メリ 
力 1 に それ 程フ ，シズ ム 、ナチ ス の 運動が 旣に 多くの f を擧げ つ、— とい ふこと を 物 

語つ てゐ るので ある。 . . 

然るに アメリカ 合 衆國と カナダとの 統一 麗 並に 新しい アメリカ 帝國が 出來る 時には* ど 
うしても南米を 0 己の中に入れなければ3給自足圈は出米ないのである"而もアメリカが南 
米と北米とカナダとを合體するやうな組織を執らなければならない。そのモメントを何處に 
摑む かと 言へ ば •今度の 第二次 ョー n ， パ 大戰 に參戰 するとい ふこと 以外には、 さう いふ 契 
機を 掴む ことが 出來 ない ので ある。 隨 つて ル- ズ ベルトは 恐らく 太平洋 來制と M 時に 凝らに 
アメリカ自身の參戰への萌勢を執つて行くであらう。さうして參戰を機钤にしてナチス獨逸， 
フ •'シズ ム^; 太 利が 工作し つ、 ある 南アメリカが 旣に ナチ スやフ •'シズ ムの 地盤で あると い 
1": 界史とナチス 
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ふ 名の 下に、 南アメリカに 挑戰 する であらう" 隨 つて 第二次 m — a ， パ 大戰ヘ の アメリカの 
參戰こそは*南アメリカと北アメリカとカナダとが統一的な形を作る、さういふ鬪爭に蜱化 
する であらう とい ふ 風に 豫 想され るので ある。 

か^. る 新 アメリカの ライヒ 或は 新 m la ，パ.ライヒ、さういふものが出來て來る過程に 
於て、 ソヴ < エト がどうなる であらう か、 又 日本の 北方 通路の 問題が どうな って 行く であら 
うかといふ問題にっいては，多くの人々が疑問を持って居ると思ふ。 

ヒ トラ ー はこの 問題を どうい ふ 風に 考 へて 居る かとい ふに、 恐らく スラブ 囫と いふ ものは 
一定の 大きな 地域と 諸々 の 民族を 旣にソ ヴ 4 H ト • ユ.-1 オンと して 統一して ゐ る。 ナチス 、獨 
逸 や將來 起る であらう 所の アメリカ 帝阈 とい ふ ものとは 非常に 違った 諸々 の 民族が 旣に 並立 
した 立場に 於て ソヴィエト •ユ- - オンと いふ ものを 作っ て 居る。 而も か、 る ソ聯自 身は 充分 
な 自給自足 豳阂 {永を 形成して ゐるの であるから、 將來 起る であらう 所の m 1 a ， パ 帝國 とソ 
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..聯 とを 全く 別個な も Q として 規定し、 ヒト ラ-は 從 つて スタ i ン を 、 S の議 政治 や 四 
頭 政治の 中に 入るべき に 非ず となして ゐるで あらう。 

併し、 この 第二次 ョ パ大戰 の 過程に 於て、 現在の シ ユタ" ■トは 否定され て 新しい ョ 
丨 n ， パ蜃 が出來 てし まへ ば 非常な 强大な ものになる わけで— から、 スタ 1 リンと して 
は ソヴィエト® 西 商が 鄉て はこの 新 ョ 丨 口 プパに 依つ て蜃 的に 透され るで あらう ことは 
豫 期して ゐるで あらう。 

さう、 ふ 意味に 於て V スラ プ圈 としての ソヴィエト 族 西 亞と ナチ" ナ ー ル •ゾ チア リス ム 
ス として Q m 丨 a ， パ 帝國 との 間に 闘爭が 必ず 起る とい ふことは 豫言 する ことが 出来る 様で 
ある。 そ Q 時に 初めて ソて H ト— 1 として アジア 主義の 立場に 立つ て 日本と の妥 
協に 專念 する であらう とい ふこと が 十分 豫測 出来る ので あ 今 その 時に 日 木が それに 對 して 
どうい sf 執る かとい ふことは* 今 か t 分 練つ て S なければ— ない 露が 既に 來 

徙 界史 i ナチ ス 
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ナチ ス . K ィッ o 1«: 界 政策 
て 居る ので ある。 

ト a ッ 1ト と Kf リンと S 違は、 骨て ト 5 午 スト K 族の 地？ して Q 土地を 中 
心に して K 夕 i ン蟲 f 開始した 處 に横つて|。 これ & 一一— 1 の 1 
じて 行 はれた わけで、 その 時の ト a ッキ ストは •金银 資本 Qi 市 极の證 を 通して I 革命 
への 公式襄 的 立 f 立つ た。 S て 彼は 金_本_と して 最後 i 展 露に 立つ た英弗 
和 米に おける 附級闘 举に屮 心を おいて ゐ たので ある。 所が スタ— リンは、 これ 等の 金融資本 
主義の 黨 過程の 必然性に Q み依據 せんとす る 所の 歐米 派に 對 し、 ソヴィ T こ- - オンを 
形成して 居 IG 民族は、 槪ね 中央 5 アま ベ—、 1 り* 將來 把へ なければ なら 
ない 大アジ 了 QfQ 民族 問 f is が f られ て— を i したので あ 
つたこな Q 眞 sf 黎 する 所 2 地* f して それ 等 Q 走 於て 一定の § 的— 
化を 形成し つ、 あ—? ジア Q 民 1 に— かに—? て 71 



が存 するとい ふ 風に スター リンは 考 へる。 さう して この 事に ょつ て、 トロッキ ストの 歐米派 
に對 して スタ ー リンの グル ー ブは アジア 主 袭な りと稱せられるに至つたのであ乙。 

この アジア 主義 グル ー プは 、恐らく ゲルマン 的な 歐羅 巴廒地 域阈家 が 出来て、 それに 依つ 
てソ聯 との 徹底した 對立關 係に 入る、 そ 3 前段 陪 にこの アジア S の イデ 才ロギ 丨を谨 化 
し、 さ ラして アジアの 諸 民族を ソヴィエト •ユニオンと して强 固に' 冉編 成しな けれは ソグ 
ィエ ト露西 亜 自身は 完全に 崩 it する ょり 外 仕方がない、 さう いふ 風な 羽目に 陷ら ない 前に 
アジアの 諸 民族 S 1 的な S 者と しての 日本に 對 して 妥協の 手を 仲べ て S であらう とい 
ふ 事が 考 へられる G で—。 隨 つて 斯う 云つ た 樣なソ ヴニト •ユニオン としての アジアの 
地盤と い tQ 、 それから： トイ ッのョ I ロブ パ 新闕家 * それから アメリヵ 新 W ▲さう t 

ふ 三 個 Q 新 S 域 8が出來て來|の織に於て、今までの近代的資本轰證(シュタ 
丨ト) が 中心に なつて 來た 文化が 完全に 否定され て 他 S 形式を 形成す るで あらう とい ふこ 

货 界史と ナチ ス 
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とは 十分 嚣 出来る Q ? つて、 看い ふ M 大 S 1 つ Q グル- ブと いふ も のが向 分 q 地盤を 
構成し •又 新しい 意味の 文化 紐 縊を 作らん としつ、 ある。 

而も それ 等の 三つの グル I ブに とつて 联大 の 問題と な f のは 何で あるかと 言へ ば、 今 ま 
で Qi に 於て 一 掌を 付けて— かつた 所 1 q 問 m? ある。 さう 
I ふ 意味 U 於て こ Q H 一つ Q グ ナブは 太平洋 問 f 中心として 大 i 雞を 演ずる。 これは 
直接的に 太 SQ 問 1 G みなら S 然 mi ， パ f K ラブ f して Q ソヴニ ト • 
ユ- 一才 ンと Q 5 を 必然 化し •又 Kf リンを 中心として 形成し つ、— 所の スラブ f 折 
しく 起— う 所 Q ト a ッキ K ト 的なる アメリカ •ラィヒ ー 或は アングロ •アメリカン 
•ユ ニ オン I と QSR 立 も 亦 E 時に 激化す るので ある。 こ q 大きな 靈 の 蠢に 於て、 その 
眞直 中に H 本が 存在して 居る Q 2 つて、 この 日本が それ 等の 三つ© 類型に 對 して どうい ふ 
意味 S つか、 そ & 對 して f いふ 政 f 持 S、 I 分 if 釋す is 自分 自 
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身の 新しい 太平洋 圈を どうい ふ 風に 形成し なければ ならない か、 又 その 必然性が どうい ふ 風 
にある のかと いふ ことが* 世 採 政策と して 又 世 撂史として根本的な問題である。 

此處で 吾々 は、 現實 的に 歷史が 生産して 来た 所の 一定の ィデ ォ a ギー 、又 一定の 政策、 例 
へば マルキシズムの 運動 或は 乂 ナチ ス の 今 n 行 ひつ、 ある 所の 鬪爭 •その 闘 平を 通じて 新な 
文化を 生まん として 居る、 さう いふ 考へ 方* 又 やり方と いふ 風な ものを 一應 批判して 掛らね 
ばなら ない ので ある。 何故ならば * さう いふ 風な ものが 現に この 數年間 の 世界史を 械 成して 
行く 一の 大きな 要素で あるから である。 勿論 これ 等の 要 尜が眞 に 自分の 考 へて 松る 事柄を 莨 
行し、その爲の戰平を垠敢に實行しながら新しい紐崧なり文化の諸形態を作りつ、あるから 
である。 然らば マルキシズムは どうい ふ 風な 考 で* どうい ふ 風な 糾織を もつ て やつて 来たと 
かいふ ことを 考へ なければ* 吾* が 今日 マルキシズムの 運動が アメリカで あると か •或は 北 
方の ル ートに 大きな 勢力 闼を 持つ て 居る ソヴィ H ト露沔 亞の 批判は 出来ない。 又 將來の 3 丨 

ft 界史と サチ ス 
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a ，パを批判する時には*當然今=:闘爭しながら作リっ、あるナチスの考へ方>實行の比方，， 
組織化を 批判し なければ、 當然將 來 起る 所の 對ョー 〇 プ パ 政策が 立たない ので ある。 

マルキシズムの 根本的な 態度が どぅい ふ 所に あつたかと いふなら ば、 一口で 言へ ば、 曾て 
世界脎史の根源に於て原始共產社合があった、その復6運動が今日の世猓革命である、さぅ 
いふ ヒポ テーゼ 、假說 を 持って来た 處に存 する。 凡ゆる 民族が 0 ： 分の 大きな 而も 新しい M 家 
或は 新しい 文化の 形を 生み出して 行く 時には* 必ず 自分の 世界史の 迤礎 付け、 自分の 世界史 
の枳本 的な テ ー ゼと いふ ものを 持っ ので ある。 而も その 极本 的な テ ー ゼに 依っ て 初めて それ 
までの也々な條件であるとか或は文化の菴積であるとか、さぅいふ風なものを自分流に解釋 
し、 自分の ものにして 行く ことが 出來 るから なので ある。 而も. マルキシズムが 將來の 世 # 革 
命を完成し*自分の考を現實的な形に作り上げる爲には、凡ゆる恩想，文化、凡©る組織を 
基礎 付ける やぅな" さ • *> いふ 基本的な テー ゼを 持たなければ ならな かった ので ある。 その テ 



丨ゼが 何で あるかと 言へ ば 原始 共 痒. 王 遴社舍 の テーゼ である。 曾って 人類は 府 始共砟 社 # に 
於て 辟 級の ない 組織を 持っ て 居った。 それが その後 分離し 分散して 行く 過程に 於て 階級が 生 
れその 階級と 階級との 岡 乎 史 として 今日までの 數 多くの 戰 采 と 諸 社 # 形態の 變遽が あった。 
この pi 乎は 极本 的に 矛盾の 表現と して 規定され* 從 って 世界の 轉換は 否定され る ものが 撤底 
的に 否定され なければ ならない 矛盾の 表現で ある。 か、 る鬪带 を 必然 化する 所の 矛盾は 何に 
あるかと言へば、階級社 # の經濟的稱造にあるのである。從って今 ±. での世界歷史に於ける 
階級 闘爭史 を現代の資本主義社#の被搾取階級の結束カにょって、完全に止揚し、それ 5: 克 
服して 新しい 社 會 形態を 作らん とする。 卽ち原 始共產 社# から 今 R までの 幾 十 世紀の 矛盾と 
抗爭 $: 克服して 新に 統一す る爲に は、 首っ ての 原始 共產社 會 の ルネ， サンスと して將 來の世 
界史が 現實 されなければ ならない ので ある。 その 爲にど うい ふ 風な 世界史の 編 骚を爲 し、 又 
それを 形成して 行く 所の 主 體はど うい ふ 形に 於て どうい ふ 意義を 持たなければ ならない かと 

世界史と ナチ ス 
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いふことを考へたのである。 

义 ナチ ス獨 逸に 於いては、 m 丨 'パ 文化* つまり アリ アンが 作つ て 行つ た 所の 文化 固は 
慕 統一され なければ 現在の 欺洲の 矛盾と 沒 落を 救 ふこと が 出来ない ので あつて 北 欺 神話 
圈 としての ゲルマン 民族の 岡爭 にょつ て、 か、 る悲剌 的な 歐洲を 克服し 新なる 統一 开 あを 
创造 せんとして ゐる 。この場合、 ヒト ラ丨は 既述した 如く、 神聖 ロ-マ 帝國— として 
把へ ながら、 諸 民族 Q 統一 者で あり、 國 家 創造者で ある 日本の 神話 的統 i 造を 仰ぎみ てゐ 
るの であ る。 太平洋 や アジア S 民族 1 1 する— 性 i 力を 持つ て 居る— の— とそ 
の 歷史 を思兹 しで 匕 トラ-は 自己の ョ - 5 パ I Q 統 U 夢み、 そ の 裘な I 爭を續 
けて 居る？—。 所が 殘念 なる 哉、 籠 以來倭 小 化された 日 t は f さぅ いふ 風に 考へ 
ょぅとし ない ので ある U 

ナチ K 气斯 の 如く n 本を？ ルに して ョ丨 'パの 賣族 統一— を 構成 せんとす る* 
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ョ丨3，.パの歷史自身に於て云ふならば、法王朝を+心とする 3 丨 » ッパの統一圈そナチョ 
ナール •ゾ チア リス ムスの イデ オ a ギーに ょつて 再_ 成せん とする 。その 時の テ} ゼは何 で 
あるかと いふと* アリ アン 民族 豳が 曾っ て 大きな 文化を 構成し、 その アリ アンの 民族 文化が 
東は 西南 アジアから インドまで t 構成した ので ある。 インドへの アリ アン 民族の 移動に 依っ 
て 甘っ てのヴ * 1 ザ 文化が 發展レ ， その後の インド 史が 發展 規定され たとい ふ 風に 考 へて 居 
るので ある。 っまり アリ アン 民族 阉が 世界 ！^ 史の 文化を 形成した 中心的な ものである。 之を 
今 新しく 統一的に 復活す る ことに 依っ て 將來の 世界 文化の 中心的な 意味を 持っ 事が 出来る。 
その主體的なカとしてのゲルマン拔族に依ってアリアン第一主義の文化理念を寊現して行く 
ことが 出來る ので ある。 それが ml B ， パに 課せられた 所の 義務で ある 。その 3 1 | 1 ，パの 
課題を • « 行す る ことが ナチ ス獨 逸と しての ゲルマン 闼 0 確立に あると いふ 風に 考 へられる の 
である。 

1«: 界史と ナチ K 
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そのやぅに、あらゆる拢族が 0 分の大きな新しい文化發展の基礎を桥へ、それを形成して 
行く時に*必ず一定のヒポテーゼを持って尻る。荇々日本は今どぅいふヒポテーゼを持たな 
ければ ならない ので あるか。 私達は その ヒポテ ー ゼ として、 スメ ル 文化 圈と いふ ものを 立て 
る わけで ある。 ナチ ス獨 逸が アリ アンの 世 # 文化の ルネッサンスと して、 或は マルキシズム 
が 原始 共產 社 # の ルネ， サンスと して 世界史を 把捉す る ことに 對 して、 吾々 は 統一 社 # 形態 
を 構成して ゐた スメ ル 文化 圈の 時代を 定立 せんとす るので ある。 フランスに ポ ー ル •ヴ ，レ 
リーといふ詩人があるが*世界史を統一と擴散とのニっの時期に分けて批判したり或は鑑賞 
したりして居るが、今その言葉を藉0て云ふならば、このスメル文化圈の擴散期が始まり* 
曾ての 祭政一致の 統一 社# は、 夫々 の 土地に 分散され •定着して 行った ので ある。 例へ ば、 
エジプトの ナイルの 流域と か 或は チ グリス、 ユゥフ ラ テスの 流域と か* 或は インドの イン ダ 
ス河や ガン デス 河の 流域と か 或は 黃河の 流域と か •さぅ いふ 風な 所に 擴散 して 行つ たわけで 



ある。 此處 に* 初期の 土地に 定着に ょる 民族の 槪么の 發生が あった。 これが スメ ル， 乂化 時代 
にっぐ 擴散 文化 時代の 第一 期で ある' さぅ 云っ た 最初の 第一 期の 垃族國 家は、 スメ ル 文化 豳 
の 擴散 形態と して 現れ、 一定の 民族の 形が 生れた。 その 時代に 武器を 生康 すると か 或は 天 * 
の關 係に 於て 種を 蒔く、 或は 又 洪水が あれば 土地の 分 合 整理と いふ 問題から 幾何 舉的な テク 
-1， クを 持っ やぅな 時期が 生れる、 とい ふ 風に して、 生產 における 一定の 赛門家 族の 形が 出 
來て來 たので ある。 

かくして、 初期の 民族 國家の 接頭と 崩埴に 糂いぞ 、宗 敎阈家 時代が 出現し •その後 敎權國 
家 •封建 阈家 *近代國家時代を經て、現在0民主主蓰阈家の時代に至り、遂に甩大な世株變 
革戰爭 の 世界史 的 段階に 人った。 此處に 於て、 吾々 は R 本 史 を、 か V る擴 散文 化の 六倘の 段 
階を 經っ、 * 最初の 根本的 テーゼ となるべき スメ ル 文化 闼の ルネ， サンスを 敢行すべき 必然 
的な 主 體茗 として， 把握す るので ある。 

世 界史と ナチ ス 
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ニ、 世界史と スメ ル 文化圏 



スメ ル 文化 闼は 、今日までの ョ l n クバの 考古學 とか 歷史學 の 上に 於て は、 今の ベル シャ 
灣 地方に 存在して ゐたと 設定して 居る。 それが エジプトと か アブ シリ ャ、 バビ a ンの 系統に 
轉 形したり 或は アリ アンの 作っ たと 言は れるヴ * 1 ザ 文化に も 描 承され て 行っ た。 併し、 麻 
史上の 材料は 非常に 少 いもので ある。 例へ ば 今まで 能く 例に 舉 げられ る 材料から 云 ふなら ば* 
a ンドンの博物館にある靑い色で塗られた城璧に飾ってあった猫子の像がある。それがスメ 
丨ル 文化 0 最後の 段階であった ス ーサ 都市の 遺物であって、 今までの 世界 *; 化史の 中では 一 
番古 いもので ある。 西腠前 三十 數世紀 の もので あらぅ と 想定され て 居る。 併し 我 達が 今， n 
本の スメ ル 文化 圈 として、 根本的な テ ーゼに 置かん とする ものは、 さぅ いふべ ル シャ 沿 ^ ir 
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分散に 從 って 諸々 の 民族 g 家の 形成と 鬪爭の 時期が 始まる。 さぅ して その 一定の 土地に 制約 
された 民族を 統一す る やぅな 上代に おける 王の 存在が 成立して 來たの である。 例へ ば、 エジ 
プトの第一王朝、日本の紀元で首へば紀元前三十三世紀に成立した 01 ジプトの第一王朝*或 
は その後 三世 紀程 遲れて 出て 來たビ ラ ミッド 王朝、 或は 又 チ グリス •ユ ゥフラ テスに おける 
古代 バピ a II ャの 王朝 •或は 上代 インド 文化の 中心を 形成した ガン ジス 河の モへ ンジ ••ダ 
0 の 王國が 出て 來たわ けで ある。 この チ グリス、 ユゥフ ラ テス 河の 西南 アジアの メソポ タミ 
ャ 文化 囵と それから エジプトの文化囵、それがお互に交流して居った地帶がユダャの极源地 
であっ た。 其處に イスラ H ル 文化の 誕生が ある。 ユダャ が 避 害を 受けた とい ふことは、 か \ 
る 重大なる 文化交流 點を 占めて ゐた からで ある。 他方. 策 洋に 於て は •日本を 中心として 上述せ 
る 如き 三っの 文化 圈の 接合 點に 依って 形成され て 居た 所の 文化 圈が西 洧ァジ ァと併 立して、 
最もその當時の主體的な役割を垠してゐたのである。 
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隨つ て、 西方に あつて は、 ユダャ の 占めて 居た 交流 點を 誰が 握り 占める かとい ふこと に 依 
って、 アフリカ、 地中海 或は 西南 アジアの 文化 圈 の變邀 が 決定され て 行った ので ある。 この 
ユダャ はメ ソボタ ミャと K ジブ トと 地中海の 文化 形成に とって 非常に 大きな 役割を 遂げた。 
例へば地中海に於ける諸々の民族移動が宛着して一定の固定的な都市國家的な形が段々出來 
てきた 頃には* その ィスラエルの 地中海への 發展 ル— トを繼 承した のが フ •'ネ キャの 文化で 
あった。 この 世界 貿易の 起源を 成して 居た フ r 不キャ の 文化 囵の 一っに •後に ギリシャが 繼 
承した 多島海 文化 •或は a 丨マの 基礎で あつたと 言 はれる H トラス カン 文化* さぅ いふ 風な 
ものが 生れて 行つ たので ある。 この フ * ネキャ が 作っ て 居た 地中海 文化 囵と •それから エジ 
ブトと メ ソボタ ミヤの 交錯點 を 中心として 居た 所の ィスラ エルのユダヤ文化圈に*後にギリ 
シャ 民族の 位 人が 始まつ たので ある。 それが ホー マ ー が 描いた ト ロャ の戰咁 なので ある。 一 
十九紀の末期ょり、持に第一次歐洲戰爭以來、文化と苜ふと何か平和にのみ树するもので 113 
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あつて、 戰爭 とは 反對の ものであると いふ 風に 考へ られ てゐ る。 ところが、 事 度は 全く その 
逆で ある。 歐洲の 古代で 云へ ば" ギリシャでは ホーマ I の 「ト a ャ戰 記」、 a — マでは シー 
ザ ー の 「ガリ 了戰記 」が文學史上最も高い位置を ^ めてゐる，或はギリシャ竹學 5: みると* 
ソクラテスの 時代は ベル シヤと ギリシャ との 大戰爭 期で ある 〇 その 戰 爭に備 へる 爲に 人々 に 
說い て® る、 さぅ して 新なる ギリシャ 文化を 基礎 付け 建設し なければ ならない とい ふ 運動を 
ソクラテスが やつた ので あるが •そ Q ソクラテス Q 哲® .と 云 ひ、 或は 又 そ Q ベル シ了 ギリ 
シ ャ戰爭 以後 •沒落 i に 人つ た ギリシャ Qf Q 都市が 姨散 し i して 行 <i に 初めて 
ギリシャ 文化の 遺 產を擔 つて 新しい 統 |カを求めつ、地中海を遍檫したブラトン竹學と云ひ 
いやしくも 最も 哲學 的で あると 云 ひ 得る ものは、 最も 間爭 的で あり- 從 つて 最 も 目的 追求 的 
であり •最も 意慾に 溢れた ものである。 例へ ば 日本史に 於ても* 「古事記」 とか 「日 _紀」 
が 編® された 時代は •支那 や 印度の 沒落 期で あり、 一胶 的には 東洋の ！^の時5^あつたと 




共に、 日本 自 |5 に於ても大きな鬪爭變革 0 時代であつたのである。さういふ時にこそ初めて 
日本腠史の編籑が行はれ、其處に日本の十 « 典的な文化が生み出されたにも拘らず、 * 化と# 
へば何か闘爭と反對物である平和にのみ規するもの、やうに首はれてゐる。併し、平和に靥 
する 文化 生產が 曾つ てあつた であらう か。 鬪爭 * 從つて 目的を 忘却した 處に 、文化が 生れた 
であらう か； 、 

偉大なる文學上の傑作とか、又新しい世界の方向を決定し體系付ける 1 -? 學、又その新なる 
方向と 組織を 修理す る 法律、 その やうな ものが 敁も變 革 的な 時代に 生れ、、 その 變革を 通し 
て 新なる 文化を 作る ことに 依つ て、 それまでの 進步を 阻んで ゐた 所の 諸* の 文化の 蓄積を 新 
しく 生かして 行く Q で、 か i る 闘举を 離れて は 文化は# 在し なかつ た。 さて、 上述の ホーマ 
1 の 時代は、 正に その やうな 鬪爭 的な* 從つて 文化 形成 的な 革命 期で あつた。 ギリシャ 民族 
が •ィスラ K ルと か 或は フ * ネキャ の 文化 闼に對 して どうい ふ閊 邻 を 開始して 居る か、 ^ 入 
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敗 

して 来た ギリシア：^ 族が それ 等の 文化 圈を 如何に 椹 承して 行く かとい ふ 所に、 この ト a ャ戰 
爭が あつて •その 小アジアに おける 文化 圈との 鬪爭遇 程に 依つ て 初めて 燦然と した ギリシア 
文化が 始まつ たので ある。 

その後 この ギリシャ 文化の 勃興は、 ベル シア •ギ サシ ア戰举 を經 て、 アレ キサ ンダー 大王 
に依つて廣地域に亙つて擴'散され*ギリシア都市にょつて糍承され統一された文化は，諸々 
の：^ 族へ 擴 散され 擴 4 つて 行つ た。 その 運動の 過程に 於て a 丨マ 共和 國並に 帝國が 生れて 來 
た。 此の ト n ャ戰爭 ょり a 1マ共和國の發生に至る六世紀間のアジア找族と 3 丨£1ッパ找族 
の 大岡爭 期は、 柬洋に 於ても 黄河 並に 渤海 から 黃 海を 中心とする n 本の 上代 文化 圈の 混亂期 
であつた。この當時の上代日本文化圈といふのは、スメル文化闽の匿接的な權承者として丨 
旣に 述べた 三つの 世界史 的 通路の 接點 として、 それの 文化交流の 中心地を 一;: めてゐ たので あ 
る。 この 日本の 上代 文化は •當時 太平洋に おける 太陽神 話の 南洋說 民族の 黑潮 文化 圈との 接 



觸と同時に，その黑潮文化豳と密接な關係を持って居たィンドの上代文化闼との交流關係が 
頻々 として 行 はれて 行つ たので ある。 

然るに、 メソポ タミ ャ並に 印度 或は エジブトにおける上代の諸民族王國の交稃と崩溃過程 
における ユダャ K - 族と ギリシア 民族の 移動と ^ 入の 時期が 较き * ト a ャ 載 爭 より 新興 ペル シ 
ア帝阈 による 新バビ a - I アのユ ダ ャ解 放に 至る 二世 紀問 こそは* 實に上 代に おける 諸 M 族の 
大移動 期を 現出した のであった。 その 頃、 ィスラ H ルの 系統は 叫 方へ 移動して、 今の ヱチ オ 
ビアに さへ 移住して 行く ので あるが* エチオピアと ィスラ ヱ ルとの 共同 作戰に よつ て、 H * シ 
ブトは 挟み 擊ち にされ ながら、 かの 降：：！ なりし 第一 王朝 ビラ ミ， ド：土 朝を 锚承せ る エジプト 
末期 王朝は 次第に 沒 落して、 遂に 最も 古くから 發達 して 居た 南方の 世界史の ル ートを 通じて、 
H ジブ ト K - 族は 東洋へ 移動を 始めた ので ある。 この H ジブ ト人の 棗 方への 逃亡に よって 上代 
の日本文化豳は大きな兴族移動に襲はれ*最も泥亂した狀態に陷って行ったのである。 

1>«: 界史 と. ナチ ス ■ 
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この 上代の 混 敗と 破壊を 導いた 西南 アジア 諸 民族 並に エジプト民族の大移動にょつて、日 
本の 黃河 文化 圈は •次第に H ジブ ト民族 の 占領す ると ころと なつた。 漢民族と いふ ものは 初 
めから 黃河の 流域に あつた ものでは なくして、 その 時期に 斯の 如く 移動して 來て黃 河の 甩大 
なる 地域に 定着す る ことにょ つて、 漢と いふ 名が 出て 来たので ある。 この 民族 移動の 破壞と 
^0さ中が恰も黃河*勃海を中心として居た所の日本の混亂期を形成したのであつて、 後 
それが 支那 文獻に おける 春秋 載® の 時代と 云 はれる に 至つ た。 

その 當 時が 叉 同時に、 インドに 於て は 先程 述べた ヴ * 丨ダ 文化 囡を 作つ た アリ アン 民族の 
インド 侵入 期で ある 4 先住 インド 人" 卽ちド ラグ < デ <ア ン民族 が 作つ てゐた モへ ンジ" • 
ダ a 王 國の如 き 古代から 發 達して 居た 所の 上代 文化® の租 承と して 倭人 民族 アリ アンの ヴ • 
丨ダ 文化が 大きな 地位を 卜 1'1 め、遂に婆羅門險級0獨裁制度が其處に確立されて行つたのであ 
る 。このゃぅにして’日本のスメ凡文化幽がか^る民族移動に依つて一應分離され鑛散され、 




非常な 大きな 按亂の 時代に 黎はれ て來た 時に * 初めて 日本の 興 碗 立と しての 神武 天皇の 御 
建國 が爲 5 れたの である。 B 本の 建國は 、この やぅな 上代の スメ ル 文化 豳が擴 散され* さぅ 
して 王が 屮心 ic なつて ゐた 上代 民族 M 家の 闘爭 *移動期としての崩潢遇程に從つて、曾ての 
スメル文化瑚を統一して再び新なる世界を作らなければならない、さぅいふ必然性に立つた 
時に 初めて 行 はれ、 所謂 修理 固成の 時代に 人つ たので ある。 この 民族の 棍 亂と閊 爭のさ 中に 
於て、 最も 人類の 典型的な 古典と して 仰がれて 居る 所の スメ ル 文化の 遺產竝 に 其處に 包含 さ 
れてゐ た 諸 民族を 如何に 再 統一し •將來 それを 立派な 統一的 S 家と して 形成し なければ なら 
ないか、 その 基礎 付け こそが 我が 建阈で あつたので ある。 • 

そのやぅに建阈を解釋することに依つて、その後の « 本史の發展は、正に世界浪亂期のさ 
中に 立つ て、 その 文化 遺 鹿を 新な ものに 形成し、 擴 散し •沒 落して 行く 所の 民族と 其處に 孕 
まれた 諸家 埃を 如何に 統一す るかと いふ 任務を 持ち、 從 つて 初めから 絕問な い 苦惱の 歷史で 
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あつたので ある。 謂は ビ*建3:から今日までの日木史は*この世界の諸兄族竝に揹々の找族， 
文化を 新しく 編紮 し* それを 統一す る爲の 苦 惱と訓 練の 勝- 史 C - あつたと いふ 風に 規定し なけ 
ればならないのである。このやぅにして，日本の建國の時代は擴散期の末期に於て爲される 
と 同時に、 H 本が さぅ いふ 上代の 諸 民族 國家に 先んずる 祭政！ 致の スメ ル 文化 岡の 莳接 的な 
糂承者として立上り、さぅして將來の阈家形態を規{儿し*方向付けるやぅな技阈の基礎を匿 
いたので ある。 隨 つて、 その後に 現は れる 所の ベル シヤ 帝闕と か 或は 漢过族 の 王道に ょる 南 
北 支那の 統一 運動 だと か 或は ィンドの 佛阈土 建設と か、 さぅ いふ 風な ものが 總て 宗敎一 ： 家の 
形をとつて、色々な民族とそれら各过族のィデオ£1ギーとか信仰を統一するやぅな*さぅい 
ふ宗敎的た廣地域阈家が、日本の泉逍にょる新阈家建設に範をとりつ、、出現するに至つ 
た。 かくて 日本の 建國 0 後に 現 はれて 來た 所の 世界史に 於け る阈家 の 諸 類型は、 正しく 宗敎 
一: 家 時代と して 規定され 匁ければ ならない。 
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斯の 如き 神武 天皇の 皇道 國家 建設 以降 •卽 ち宗 敎國家 時代ょり 世界史は 敎權 一: 家の 時代 
を經て、封建尚家、近代阈家、民主主義阈家の時代となり、遂に世界史上最大の變革期たる 
現代の 大泥亂 期が 現出す るに 至つ た。 今、 これらの 世界史の 發展を 詳論す る ことは 他の 掸鉍 
に |0| るが、現代の世與史的變弟は，英米を中心する民主主義國家の崩溃に隨つて、正に擴散 
文化 時代に おける 拢族國 家， 宗敎闯 家、 敎權阈 家 等の 六 段階が 根柢ょり 轉換 し* 全く 新なる 
國家 形態の 出現が 要求され •かくて 一 ^び統 一 的な スメ ル 文化 圈の 復活が 必然 化しつ \ぁ る こ 
とを物語つてゐるのでぁる。 

三、 世界 變 革と 日 •獨 •伊 

以ト： 述べ 來つた 如き 世界 革命と しての スメ ル 文化 圈の 復活 運動は •旣 に滿 洲事變 以後 その 

Itt 界史と ナチ ス 



121 一 



n 



ナチ K •ドイツの 世界政策 

方 2 を 明かに する に 至つ た。 歐洲に おいては* ナチ スの神 塑 tr 丨マ帝 S 復活と フ ，シズ ムの 
3 1 マ 帝 M 圈 復活と にょつ て、 正に 新ョ ー ロ， パ •アフリカ 廣 地域 » 家の 出現 期と なり、 世 
界史 北方 通路に おいては、 スタ ー リンの スラ ヴ及 •び アジア 諸 民族の 統一的 廣 地域^^の 發展 
期が 割され つ X ある。 

しかも、 世界史 南方 通路に あつて は、 イギリスは 今日までの 植民地 英帝國 を 抛棄して、 印 
度洋を 中心とする 印度、 ビルマ、 マレ ー •ボル ネオ、- ーュ ー ギ- - ア、 沒洲 .並に 南阿* タン 
ガ- 一力、 ケ- 1 ア の 東アフリカ， そして アラビア* イラク、 イラン、 アフガニスタンの 堪大な 
廣 地域國 家を 形成 せんこと を密に 計甍 しつ V ある。 アメリカを みれば* カナダと 北米 合 衆® 
との合同としての、謂は ^ アング » *アメ9カン統ー廣地域國家を作らんとしてゐる。 

か i る廣 地域 國家 出現 期に おいて、 今 2:までの世界史が此のア*シァ*太平洋圈卽ちスメル 
文化颼を貫く世界史南方通路を把握するか否かにょつて決定されてきた必然的な腠史的*地 




理的樽造に少しく注意するならば*日獨伊の娛すべき任務も亦自ら明かでぁらぅ0從つて、 

獨 依は 今や 全力ぐ. 舉げ て* バルカン 並に 東北 アフリカの 世界史 的 ル ートを 柬 方へ しつ、、 

0:本の此の南方通路への進枇と連結せんとしてゐる。 

この ことにょ つて、 今：： 3までの歐米の民主主義的資本主義阈家の成長を約束し來つた西南 

アジア、 印度、 支那、 南洋、 テフ リカ q 所 is アジア 太平洋® tr か、 る 英米 的 資本主義 S 

取ょ 0完全に解放さるべき鄉しき變革の時代を見ることが出來るのでぁる。この世界史の方 

向に 關する H 本の 自覺 と實踐 こそ* 諸 民族を 解放し •救出し、 铳 | し* 其 處に 洧めて洱びス 

メル文化糊のルネ，サンスが出來し得るのでぁる。又このことにょつてのみ*王て日本の歷 

史的 « 踐が同時に世界變本の莨踐でぁることを自覺丫べきでぁる0 

もし， か 》 る 方向と 實 践を 見失 ふなら ば-英米は 逆に、 上述せ る 如き ニ大廣 地域® 家を 我 

が 了 ジア •太平洋 S に 形成し * 0] 本は そ. の 隸 鶼 化に おかれ、 東洋 諸 民族は； 冉び 英米の 奴隸と 
貴 界史と ナナ K . 
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化する であらう。 この やうな 變革の 最中に おいて、 詔勅の 澳發を 仰ぎみ る。 作 も* 上代に お 
ける 世界 變革 期に 際して 下し 給うた 神武灭 皇の {| 國の御詔勅と共に、今度の昭和世界維新 
の 御 詔勅 こそは、 洵に世 界諸 K - 族に 對する 日本の 一史 的 方向と 新に 形成すべき ft 界 阈 家の 形 
態とを規定し給うたものであつて、其處に日獨仴は英米に對する眾敢なる戰睜を通して，諸 
K - 族 統 i i しての 新廣 地域 國家を 建設し 得る ので ある。 
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